




「全国ＲＹＬＡ研究会への提言」

　日本の青少年奉仕プログラムにＲＹＬＡという制度が登場して既に久し
い。しかし、全国的視野でＲＹＬＡを見ると、その形態は様々であり、各地
区に、それぞれの考え方によって開催されているのが現状である。詰まり、
ＲＹＬＡとしての統一規格というものはない。したがって、ＲＹＬＡとして
の基本的要素を具備していないものも多々見受けられるのが現状である。
　そこで、この際、ＲＹＬＡとして呼ばれるに足りる基本的要素を提言したい。
これが、今回の全国ＲＹＬＡ開催の趣旨である。
　では、ＲＹＬＡの基本的要素とは何か。
　ＲＹＬＡの基本的構想を分析すると、三つの柱を立てることができる。
第一の柱は何か。それは、ＲＹＬＡrian の個人倫理の確立である。
個人倫理の確立。これは、人間は如何に生きるべきか、つまり、人間の魂の在り方を問うものである。
したがって、これはＲＹＬＡの中核を為す部分であり、青少年のリーダーシップを養成するため
には欠くことのできない一番大切なところなのである。
そこで個人倫理の確立。つまり、人間の魂の在り方を問う、とは云っても、難しく考えることはない。
平たく謂えば、穢れなき魂を持った人を育てること、つまり、人を育てることである。
問題はどのような人をどのように育てるか、が難しいのである。

第二の柱は何か。それは、ＲＹＬＡを運動体として構成する原理。つまり、組織原理確立の場面である。
即ち、ＲＹＬＡのプログラムを合理的に管理し、運営するための組織原理を確立することである。
そのためには、講師の選定、基本のプログラムの設定、カウンセラーシステムの形成、ディスカッショ
ンシステムの作成などの組織原理の確立が必要である。そして、ＲＹＬＡに集まってきた受講生は、そ
のままでは烏合の衆にすぎないので、これを合理的に管理する原則が必要になるのである。

第三の柱は何か。それは、時代の変遷と地域社会のニーズとの関係である。月日の流れと共に、世の中
の状況は刻 と々変化する。したがって、日々に新たに、日にまた新たに変動する地域社会のニーズ。
このニーズに対して、受講生たちが如何に実践していくべきか、という問題である。ＲＹＬＡの
受講生は、毎年卒業するが、その時点では受講生達は、ＲＹＬＡの本質と原理が分かっただけであっ
て、実践の体験は全くない。ＲＹＬＡの実践は、彼らが地域社会へ帰った時から始まるのである。

以上を要するに、地域社会、国際社会に奉仕する青少年のリーダーを養成すること、これが全国
ＲＹＬＡへの提言である。� 以上

RID2680　パストガバナー
全国ＲＹＬＡ研究会　特別顧問　深川　純一　2017/9/7

～遺稿として～　2019年1月6日　深川純一パストガバナーがご逝去されました。（1930-2019）
この趣意書は、第10回 全国RYLA研究会に際し、開催趣意書として寄稿されたものです。私たちは、
師の RYLA への愛、そしてその思いを受け継ぎ、今後も理論と実践、心を育みたいと思います。
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2019年 8月27日
第12回全国RYLA研究会の皆さんへ
日頃から積極的にロータリーでご活動いただき、どうもありがとうございます。
この度は、皆さんのRYLA研究会に私からメッセージを寄せることができ、とても光栄に感じています。
RYLA参加者は未来のリーダーであるだけでなく、すでに今日の活動でリーダーシップを発揮しています。
皆さんは、大きなエネルギーと情熱を持って、自らの行動を通じて問題を解決する若いリーダーです。
ロータリーやRYLAで世界観を広げるだけでなく、世界をより良い場所にするためのつながりを強化しています。
RYLAを通じてさまざまな世代が共に活動し、楽しみながら、地域社会を改善しています。
ロータリーファミリーの一員としてご活動いただき、ありがとうございます。
皆さまと一緒に「ロータリーは世界をつなぐ」のテーマを実践していけることを楽しみにしています。
� 心をこめて
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第 12 回　全国ＲＹＬＡ研究会　大会プログラム
総合司会 ……… 吉原　崇己（佐賀RC）

 9:00 開場　登録受付

10:00 5号館 2階 １. 開会点鍾・挨拶 千葉　憲哉 RID2740ガバナー・大会実行委員長

5201教室 ２. ご挨拶 齋藤　直美 大会委員長　元RI理事

10:15 5201教室 ３. 特別講演

「何故！ロータリーはRYLAを行うのか！」 三木　明 大会相談役　RI理事

11:15 5201教室 4-1.  JAPAN RYLA セミナー 報告

11:20 5号館3階5301室 4-2. 全国青少年奉仕委員長(RYLA委員長)会議

12:00 中庭 ５. 記念撮影

6号館

第２学生ホール
<昼　　食>

13:00 5号館　3階 ６. 分科会

5310教室 １．RID2740RYLAの変遷

5301教室 ２．危機管理について

5309教室 ３．RYLA学友会の必要性と今後について

15:00 分科会終了

<移　　動>

15:10 5号館　2階 ７. 分科会　報告

5201教室 各分科会

15:40 5201教室 ８. 総評 三木　明 大会相談役　RI理事

5201教室 ９. 閉会点鍾 千葉　憲哉 RID2740ガバナー・大会実行委員長

解散
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第 12 回 全国ＲＹＬＡ研究会　開催にあたって
第12回 全国ＲＹＬＡ研究会　大会実行委員長

国際ロータリー第2740地区

ガバナー　千葉　憲哉

　全国RYLA研究会に遠方より100名を超える多数の御登録いただき
誠にありがとうございます。全国RYLA研究会は長らく第2670地区
と共同で第2680地区がホストを務めて頂いてきましたが、今回、当
第2740地区で開催する運びになりました。RYLAの目的は「地域社
会の若い人々の指導力および善良な市民としての資質や個人的能力を伸
ばすことにロータリアンが関与すること」にあります。第2680地区
においては、皆様の長年のRYLA に寄せる熱情と意欲により、RYLA
の意義の確立がなされて、全国研究会とセミナーが開催されてきました。
しかしながら、RYLAの制度が全国にありますが、各地区その形態、運
用は様々です。RYLAを開催していない地区さえあります。
　当、第2740地区のRYLAは第2680地区で開催されております全国RYLA研究会とは内容が
乖離しつつあるのが現状です。是非、全国の各地区におけるRYLAの活性化をもたらす意味で、第
2680地区で培ったノーハウを全国の地区で順次開催しようとの三木RI 理事のお考えです。今ま
でになく、100名を超える多数のロータリアンが参加したということはRYLAの存在意義に関心が
高まったことの危機感の表れであります。
　今日、RYLA が素晴らしいものに育ったのは、40数年にわたる、第 2680 地区開催の全国
RYLAが研究会およびセミナーにおいて元RI 理事今井鎮雄PG、深川純一PGらによる素晴らしい
提言、御指導の賜物と思います。今井氏は実践の指導において、深川氏はロータリー理念に基づく
RYLA理論の提言を構築され、お二人で日本におけるRYLAをけん引してこられ、多くのロータリ
アンに感動を与えてきました。
　今井氏は青少年、特に弱者に対する考えの基礎として「みんながどう生きるか？」が問題であり、
問題解決のための研修手段としてグループ・ワークを取り入れられました。「組織キャンプ教育は集
団の中での人間の成長、個人の性格がグループ内でどのように変容していくかを学ぶ場である。グ
ループの中で人は育つ。だから、メンバーの個人成長を助けようと試みるためには、グループと言
う場でRYLAを育成されるべきである。」これが今井氏の考えで、余島でRYLAキャンプが実行さ
れる基盤となりました。
　深川純一氏は「人間の魂の在り方」としてどのようにRYLAを発展させるべきかを考え、RYLA
の３つの柱、理論的要素を提言され、ロータリアンやライラリアンに説いて来られました。
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１）受講生の個人倫理の確立
２）RYLAを運動体として構成する原理
３）時代の変遷とともに変わりゆく地域社会のニーズに対して、受講生たちが如何に実践していくのか
要するに、「地域社会、国際社会に奉仕する青少年のリーダーを育成すること」これがRYLAの基本
である。
と述べておられます。
　我々はお二人のRYLAにおける提言と実践を引き継ぎ、全国に広げる時が今、来たと考えており
ます。なぜなら、金融資本主義の発達で、自己の利益のみに走り、不祥事を起こしている強欲経営
者がいます。この事態こそ行動すべき時が来たということであり、今井氏が恐れた西洋文明の転向
点です。現在、起業、事業継承に意欲を持つ若手リーダーがいますが、ロータリー100年で培った
「奉仕の理想」の心を持つ次世代の若いリーダーを育てることが望まれます。別の言い方をすれば、
深川氏がいう「人間の魂の在り方」が必要なのです。
　今回、「全国RYLA研究会を関西地区から全国へ」と言う、新しい試みにより、各地区RYLA委
員会が一堂に会し、40数年熟成されたRYLAのノーハウを研修することにより、もう一度各地区
のRYLAの在り方を見直し、改革し、活性化することが期待されております。どのように改革すれ
ばよいかを研究会で学ぶことができれば幸いです。
　最後に、この試みに快く賛同し御協力いただいたRIJYEM事務局、第2680地区のRYLA委員
会、第2740地区RYLA委員会の皆様、会場の提供をしていただいた西九州大学、企画・運営して
いただいた第2740地区の野口清PG、山下雄司会長はじめとする佐賀RCのクラブの皆様、また、
清和高校インターアクトの皆様に深く感謝申し上げます。（引用：第10回全国RYLA研究会報告書
より）
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第 12 回 全国ＲＹＬＡ研究会　開催にあたって
第12回 全国ＲＹＬＡ研究会　大会委員長

元国際ロータリー理事　齋藤　直美

　ようこそ佐賀へ。第12回全国ライラ研究会へお集まり下さいまして、
ありがとうございます。心より歓迎申し上げます。過去11回の研究会
は第2680地区の皆様にお世話になり、毎年神戸市にて開催されてき
ました。ライラのあり様、つまり形式、プログラムの内容等々が試され
実施され、成果を評価しながら進められてきましたが、昨年第2740
地区が担当をお引き受けくださり、晴れて全国持ち回りへの第一歩を踏
み出すことが出来ました。各々の地区には各々のライラ文化が根付いて
活動されております。
　その活動報告を聞き、それを実感しながら自分達の地区へ持ち帰り、
ライラを見つめ直そう、学ぼうとするものであります。知らないことを
知ることによって、様々な人と出会うことによって、触発され、自分で考え行動するようになります。
よって、世界は無限に広がり自分の可能性が大きく大きく広がっていきます。
　クロスプロモーション効果となってライラのネットワークが作られていきます。
　昨年も申し上げましたが、青少年奉仕プログラムには、ご存知の通り四つの大きな部門があります。
各々が全国規模の大会を開催しておりますが、それぞれ別々の会場（県、市）で日時も別個で実施
されております。少々時間と経費の浪費かなと思ったりしますので、年一度青少年奉仕サミットと
して一堂に会し、四部門を四分科会として研究会を行い、最後に各々からの報告を全体で受ける形
にしたら各地区の負担、ガバナー及び地区リーダーの負荷軽減になるのでは、と愚考しております。
　今年もまた同じ提案をさせていただき、日本の青少年奉仕部門のこれからの方向を探る一日とな
ることを御祈念申し上げ、挨拶とさせていただきます。
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特別講演：『何故！ロータリーはＲＹＬＡを行うのか！』
講　　師：三木　明（みき　あきら）　氏

三木　明 氏　プロフィール
氏名（ふりがな）	 三木　明（みき　あきら）
生年月日		  1950 年（昭和 25 年）1 月 1 日
勤 務 先		  三木歯科診療所
役 職		  医院長　博士（歯学）
職業分類		  歯科　Dentistry
略 歴
　　1975 年 3 月		  大阪歯科大学歯学部卒業
　　1980 年 7 月		  三木歯科診療所開設
　　1981 年 5 月 12 日	 姫路ロータリークラブ入会
　　1995-1996 年度	 クラブ幹事
　　1999-2000 年度	 クラブ会長（第 50 代）

<地区関係>
1982-1987年度　地区RYLAセミナー・カウンセラー
1991-1992年度　地区国際奉仕委員長
1994-1995年度　地区青少年奉仕委員長
1995年4月-1996年6月
	 阪神淡路大震災復興ボランティア実行委員長
1996-1997年度　地区職業奉仕委員長
2002-2003年度　地区代表幹事
2005-2006年度　西播第1グループガバナー補佐
2007-2008年度　地区ガバナー
2010-11年度／2015-16年度　地区研修リーダー
2013-2016年度　地区ロータリー財団委員長

※米山功労者

<ＲＩ関係>
2010-2014年度	 RI第３ゾーン・ロータリーコーディネーター補佐
2012-2017年度	 全日本インターアクト研究会実行委員長
2013年・2016年	 RI第2730地区　地区大会会長代理
2013-2015年度	 RI研修リーダー
2013年/2016年	 規定審議会　地区代表議員
2014-2015年度	 RIローターアクト／インターアクト委員
2015年		  GETS研修リーダー
2015-2017年度	 RI日本青少年交換委員会・理事
2016年		  国際協議会・会場監督
2016年		  ソウル国際大会・会場監督
2017年		  アトランタ国際大会・会場監督
2017-2018年度	 RI理事エレクト
2017年度		  RI第2560地区　地区大会会長代理
2018-20年度		  RI理事
2018年		  RI第2500地区　地区大会会長代理

※ロータリー財団メジャードナー　ベネファクター
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何何故故ロローータタリリーーはは
RYLAをを行行ううののかか

全全国国RYLA
2020年年2月月9日日

国国際際ロローータタリリーー理理事事 三三木木明明

故故 今今井井鎭鎭雄雄氏氏

1980‐1981年年度度

RI第第2680地地区区

パパスストトガガババナナーー

1995‐97年年度度 国国際際ロローータタリリーー理理事事

神神戸戸西西ロローータタリリーーククララブブ

２２００１１９９－－２２００２２００年年度度

国国際際ロローータタリリーー会会長長

ママーークク・・ダダニニエエルル・・ママロロニニーー氏氏

ジジケケーータターー・・ロローータタリリーーククララブブ

（（アアメメリリカカ・・アアララババママ州州））

故故 深深川川純純一一氏氏

1990‐1991年年度度

RI第第2680地地区区

パパスストトガガババナナーー

伊伊丹丹ロローータタリリーー

ククララブブ
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何故ロータリーはRYLAを⾏うのか

RYLA
Rotary Youth Leadership Awards

⻘少年指導者養成講座

若い⼈々を対象とするロータ
リープログラムが著しく発展
してきました。多くの若者が
ロータリーを通じてスキルと
リーダーシップを磨き、
創造的かつ持続可能な奉仕プ
ロジェクトを通じてて平和な
社会づくりに貢献しています。

若い世代との協⼒
今⽇、若い⼈たちを対象としたロータ
リーのプログラムが著しく発展しており、
ボランティア志向の多くの若者が、ロー
タリーを通じてスキルとリーダーシップ
を磨き、創造的かつ持続可能な奉仕プロ
ジェクトを通じて平和ん社会つくりに貢
献しています。
⻘少年奉仕はより⼤きなインパクトを
⽣む奉仕プロジェクトを表現するために、
若い⼈たちとの協⼒が求められています。

ロータリーでは、
「共にする奉仕、
育てる奉仕」と

いわれる若い⼈々のための
プログラムを

⼤切にしてきました。

⻘少年奉仕は、
ロータリーの第5部⾨となっ
ており、より⼤きなインパク
トを⽣む奉仕プロジェクトを
実現するために、若い⼈たち
との協⼒が求められています。

RYLAを主催して地域社会の
リーダーを育て、国際理解と
親善、また末永い友情を築ける
機会をつくりましょう。
RYLAでは、新しいスキルを
学び、リーダーとしてのスキル
を養い、意欲を⾏動へと移す
実⾏⼒を磨くことができます。
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幅広いグループからの参加を
促しましょう。異なる学年や
年齢の若者が交流できる機会
をつくったり、通常の⽣活で
はリーダーシップを磨く機会
が得られない⼈をRYLAに招
待したりすることができます。

ロータリアン、その配偶者、
その他のボランティアは、
接する児童および⻘少年の安全
を考え、⾁体的、性的、あるい
は精神的な虐待から彼らの⾝の
安全を守るため、最善を尽くす
責任があります。

危機管理とは、⼈的・物的被害を
引き起こすリスクを特定し、その
リスクの解消に努めることです。
クラブは、活動を始める前にリス
ク要因を確認し、対応プランを
⽴てる必要があります。

⻘少年と接する際の⾏動規範に
関する声明

国際ロータリーは、ロータリー
の活動に参加するすべての⻘少
年のために安全な環境をつくり、
これを維持するよう努めます。

活動や⾏事を計画する時は、参加者全員
の安全を確保するために必要な⼿段を
講じ、ロータリーが掲げる⾼い倫理基準
と⾏動規範を守っているかどうかを確認
することが重要です。
ボランティア全員が、お互いのため、
さらに地域社会のために前向きですべて
の⼈を受け⼊れる経験を作り出す上で、
⾃分の責務と役割を理解すべきです。

活動や⾏事を計画する時は、参加者
全員の安全を確保するために必要な
⼿段を講じ、ロータリーが掲げる
⾼い倫理基準と⾏動規範を守って
いるかどうかを確認することが重要
です。ボランティア全員が、お互い
のため、さらに地域社会のために
前向きですべての⼈を受け⼊れる
経験を作り出す上で、⾃分の責務
と役割を理解すべきです
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私たちにできること
RYLAを主催して地域社会のリーダーを
育て、国際理解と親善、また末永い友情
を築ける機会をつくりましょう。RYLA
では、新しいスキルを学び、リーダーと
してのスキルを養い、意欲を⾏動へと移
す実⾏⼒を磨くことができます。
幅広いグループからの参加を促しましょ
う。例として、異なる学年や年齢の若者
が交流できる機会をつくったり、通常の
⽣活ではリーダーシップを磨く機会が得
られない⼈をRYLAに招待したりするこ
とができます。

11

特別講演



「ザルの水」
第３６８地区 斎木亀治郎パストガバナー

1967年10月29日

スイスのある片田舎でのお話です。

おばあさんが、ザルの中に羊の毛を入
れて、きれいな谷の水に打たせていま
した。
そこへ牧師さんが通りかかりました。

おばあさんは、「ところが牧師さん、

聴くそばからどんどん忘れてしまうの
ですよ」

牧師さんは、「せっかくのいい話を
忘れてしまっちゃ困ったものだね」
と言いますと、おばあさんはこんな
風に言いました。

「おばあさん、あなたは日曜日ごとに
教会へきて、私の説教を聞いてくれて
いるね。
さぞかし、いい話をたくさん覚えて
くれているだろうね」

「牧師さん、この羊の毛を見てください。
ザルの目からどんどん水が流れて
いってしまいますが、ご覧ください、
羊の毛はこんなにきれいになって
います」

12
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ロータリーの理想は高く、理念は崇高
なものです。

私たちはいつも多くのことを聞き、教え
られます。しかし、聴くそばから全部
忘れてしまっています。

しかし、清らかな水が流れ去ってしまっ
ても、大切なことは、このロータリーと
いう水の中に身体をはべらせて、常に
その中に身を置くことなのです。

心心をを磨磨くく・・・その意味は
どのようなことなのでしょうか。

心心をを磨磨くく・・・・・・その「「心心」」とは
一体何なのでしょう

1959年オーストラリア・クイーンズ
ランド州創設100周年記念にあたり、
ブリスベーンロータリークラブが
イギリス王⼥と同世代の若い男⼥を
集めて社会教育プログラムを実施した
ことがRYLAの始まりです。
その後時を経て、1974年アメリカ・
ワシントン州タコマで開催されました。

ロータリーの世界にどっぷり
つかることによって、やがて
身も心も清らかになり、
そのことが世の中を明るくし、

ひいては世界の平和に通ずる
道なのではないかと思うの
です。

それは、
人間としてあるべき心、
即ち、「「倫倫理理」」です。
心を磨くということのひとつ
の意味は、倫倫理理をを高高めめるる
ここととななののです。

サンアントニオ国際⼤会の
⼤会前諸活動として
第⼀回国際ライラ⼤会が開催されました。
2001年6⽉22〜23⽇のことです。
今井鎭雄元RI理事が発案されたRYLAは
国際⼤会の中で初めて世界レベルの
RYLAのお⼿本となったのです。
アラモ・ドーム近隣の⼤学のキャンパス
で開催。
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１、 ⾼いレベルの講義
⻘少年のリーダーを作るという
⽬的に沿うなら、⻘少年の指導者
の指導者を育てるという意味で
世界的な視野を持つレベルの⾼い
若者を育てようと考えたのであり
ます。

受講⽣もその講義を受け⽌めて、
理解し、⾃分のものにする能⼒と
受け⼊れる⼼構えを持っていなけ
ればならない。
講義を聴き、受講⽣がディスカ
ッションをする中で、ロータリーが
考える⽅向性を⾒つけてもらいたい。

このプログラムが
いかにロータリアンを育てて
きたか、まさにエビデンスが
あるのです。

キャンプファイヤーの炊き⽅、
テントの張り⽅を学ぶ機会を提供
するのではなく、理論的な深い内容
の話を聴く機会を提供しよう。
そのために⼀流の講師を選びレベル
の⾼い講義を聴こう。
しかも、ライラのビジョンを理解し、
そのことを伝えることができる講師
でなければならない。

受講⽣の教育の場であると同時に、ロー
タリアン教育の場でもあります。
私どもが開催しているライラでは、
関わってきたロータリアンのうち、
ガバナーが５⼈⽣まれました。
今井鎭雄先⽣、深川純⼀先⽣、安平和彦
先⽣、滝澤功治先⽣、三⽊明であります。
そして、国際ロータリー理事が2名。

２、 カウンセラーシステム
受講⽣にリーダーをつけるのでは
なく、カウンセラーをつけよう。
カウンセリングをするプロではなく、
ロータリアンとその配偶者がカウン
セラーの役割をしよう。
ロータリーの功徳を直接受講⽣に
伝えてほしいからであります。
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Rotaryの伝道者としての役割を
このカウンセラーにになって頂き
たい。
なぜ、ロータリーがRYLAを企画する
のか。このことは理屈を述べるので
はなく、⼈と⼈との出会いの中から
ロータリーとはいったい何なのか、
その⼼を⾒つけてほしい。

３、キャビンタイム
ある受講⽣は、⼦供を対象としたグ
ループのリーダーであり、ボーイス
カウトのリーダーであり、YMCAの
キャンプリーダーであったりするの
ですが、その様々な経験の中から
⽣まれてくる悩みを話し合いながら、
⾃分たちで問題点を⾒つけていきま
す。

この親睦のエネルギーをもって
世のため⼈のために働こう。
これがロータリーの奉仕の原点です。
受講⽣、カウンセラーが寝⾷を共に
し、お互いがリーダーとしての悩み
を打ち明け、共に考え、お互いに
学びあうことが⽬的のひとつです。

講師の先⽣⽅の講義だけではなく、
本来リーダーの在り⽅はどうなのか
ということをカウンセラーの⼈格を
通して理解して頂きたい。
ロータリーに対するイメージは、
カウンセラーから直接伝わって
くるのです。

お互いが尊敬しあい、相⼿に思いや
りの⼼を持つ信頼関係があればこそ、
真実の思いを話し合うことができる
のです。
受講⽣同⼠、受講⽣とカウンセラー
の信頼関係がいかに⼤切であるか。
これがロータリーでいう親睦なので
す。世のため⼈のために何かをしよ
う、まず皆が仲良く信頼関係がある
ことが⼤切なのです。

４．⾃由と⾃律
受講⽣は皆⼤⼈ですから、彼らの⾏動を
制限することはしません。⾷事の時間は
余裕を持って作られています。
その時間帯であれば、いつでも⾃由に
⾷べることができます。
⾷べたくなければ⾷べなくてもいい。
消灯時間はありません。いつ寝てもOK
です。朝まで仲間と語り明かしたければ、
どうぞ。
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ただ、⾃由と⾃分勝⼿を取り違えて
はなりません。
全体で⾏動するとき、約束された
時間を守ることは当然の礼儀です。
⾃分⾃⾝が⼤切にされているのと
同様に他の⼈たちも⼤切にしなけ
ればなりません。

５、⾃然
私たちは、余島という⼩さな島を
借り切ってRYLAを開催します。
神⼾YMCA余島野外活動センターと
いいます。この島で、40年余り
RYLAを開催してきました。
今井先⽣は、70年前にこの島を⾒つ
け、⻑年にわたりキャンプ場として
整備されてきました。

社会と切り離された環境を4⽇間
独り占めすることができます。
遠くに⾒える島影を眺め、⻘い空と
⽩い雲に⼼を洗われ、潮騒に⽿を
傾けていると⽇頃過ごしている都会
の喧騒を忘れることができます。
穏やかな環境の中で、⼼を開いて
友と語ります。

時間は万⼈の共有物である、と⾔わ
れています。例えば100⼈が集まる
会合に⼀⼈が5分遅れ、会合の開始
が遅くなった。これで、500分の時
間の無駄になります。
⾃分を律することにより、より良い
世界を作ってゆく。
他⼈を⼤切にする⼼を持つ。
このことも学びの⼀つです。

ライラ開催中は、⼀般のお客さんは
⼊ってきません。
聞こえるのは、潮騒と遠くにいる
船の汽笛、⼩⿃の鳴き声です。
少年少⼥キャンプに訪れた⼦供たち
の声が時折聞こえてきます。

今井鎭雄元RI理事は、
この余島に「⼈と出会い、神と交わ
り、愛の⽕のもえるところ」と碑を
残されています。
そして、第1回のライラセミナーが
終わった時、受講⽣が「何か、ひと
⾔ください」と差し出したTシャツ
に「⾝を捧げよ」と書かれたのです。
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⾃分を犠牲にしてでも宇宙を⽀配
する神の秩序体系にのもとに帰依
する、これがロータリーの真の奉仕
なのだと述べられました。
ロータリーで⾔うService not self. 
これは⾃⼰滅却の奉仕を意味する
キリスト者としての⾔葉でありまし
た。

様々な考えが共存し、
お互いを尊重しながら⼤きな
流れでロータリーが歩んでいる
ことを思い起こさせる出来事
でした。

世界的な視野に⽴つとき、
世界の状況は⼈間個⼈に
中⼼をおいて、⼀⼈ひとりの
⼈間の問題を考えなければ
ならない。

ロータリーの世界では、⾃⼰を犠牲
にする宗教的な⾊合いの濃い標語は
適切ではないということで、
Service above self にその⾔葉は
移り変わってゆきましたが、
Service not self. の思想はなく
なったかといいますと、そうでは
なく、多くのロータリアンの⼼の中
に脈々と⽣き続けています。

そして、こうも述べておられます。
「戦後の⽇本では、技術教育ばかり
に専念したため、⼈間として⼤切な
ものは何かということではなく、
⼈間にはどれだけの能⼒があるか
ということをはかる試験第⼀主義の
教育が横⾏している。

技術教育からもっと⼈間を⼤事に
する教育が世界の中に深く先⾏して
きている。
にも拘わらず、⽇本の現実はまだ
技術教育⼀辺倒のように思われる」
⼈間とは何かという問いを若い⼈
たちに投げかけるような教育、
この分野の教育が⽋落しているので
はないか。
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ロータリーは倫理運動であります
から、そのことを考える機会を彼ら
彼⼥らに投げかけると同時に、
私たちロータリアン⾃⾝がこの
問題に取り組まな得ればならない。
そうでなければ⼈を育てるという
⻘少年奉仕活動はできないのでは
ないか。共に考え解決の⽷⼝を
探すことが⼤切なのではないかと
思います。

⾝体ではなく、⼼を育てよう。
⽬に⾒えない内⾯を磨いてもらおう。
そして、⼈として育っていって
ほしい。
⾃⼰研鑽を重ねて、リーダーシップ
を⾝に着けてほしい。

ポポーールル・・ハハリリスス墓墓碑碑
ママウウンントトホホーーププ霊霊園園

RYLAでは、各地にいるリーダーを
もっと⾼い境地に導こう、彼ら彼⼥
らが考えるための環境作りをしよう。
⼼を育てるためのお⼿伝いをしよう、
というのがロータリーの考えている
⻘少年奉仕、RYLAであります。

⾝を捧げよ

ごご清清聴聴あありりががととうう

ごござざいいままししたた。。

感感謝謝申申ししああげげまますす。。

ままたた、、おお会会いいししままししょょうう。。

r三三木木 明明
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2018年　JAPAN RYLAセミナー受講　田中　康太郎 氏（RID2660）

	 株式会社　田中造園土木　代表取締役
	 1985年大阪生まれ大阪在住
	 奈良先端科学技術大学院大学　修了
	 2019-2020年度　TeamRYLA　代表
	 2015年 2660地区RYLAセミナー受講
	 2016年 2720地区RYLAセミナー受講
	 2018年 JAPAN　RYLAセミナー受講
	 大阪御堂筋本町ローターアクトクラブ卒業
	 祖父（豊中RC）と父（豊中千里RC）もロータリアン
	 趣味はチェロとBBQ

2019年　JAPAN RYLAセミナー受講　古波津　大地 氏（RID2580）

	 e-Education カントリーマネージャー
1988年生、沖縄生まれ。大学卒業後は商社で太陽光事業に
従事。
社会人2年目の夏、カンボジアで初めて見た「格差」に衝撃
を受けソーシャルセクターへの道を志し、2016年、途上国
の教育支援を行うNPOである e-Education に参画。現在
はミャンマー現地教育省と連携した教育モデルづくりや、ミャ
ンマー・バングラデシュ・日本の若者のリーダーシップ育成プ
ログラム、“LAMP”の運営に携わる。
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TeamRYLA とは

ライラリアンのリーダーシップ研修を目的

RYLAセミナーのプログラム企画・運営を支援
青少年による青少年への絶えざる力強い指導

プログラムディレクターを組織から選出

2660地区のRYLAセミナーを修了した
ライラリアンによる学友組織（４０歳まで）

RYLAによる変化

変わりたいと思い、実際に行動に移した

2018年 ＪＡＰＡＮ ＲＹＬＡ

～受講と実践～

国際ロータリー第2660地区 TeamRYLA 代表
田中康太郎
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成果・目的

①目標設定

②モチベーションの維持

目標

目標

目標

現状

ご清聴ありがとうございました
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古波津 大地
こはつ たいち

最高の教育を
世界の果てまで

ミャンマー教育支援

「きっかけ」をくれたのは

ミャンマーの高校での支援

余島の場所

ここ↑

第41回余島RYLAセミナーに参加して
RYLA学友 古波津 大地
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美しい自然の余島

2. 印象に残っていること

3. 今どう活きているか

1. プログラムを通じて

余島RYLAの学び

テーマ「道筋」

余島RYLAの学び

1. プログラムを通じて

2. 印象に残っていること

3. 今どう活きているか

余島RYLAプログラム

Day1 Day2 Day3 Day4

集合 講義① バズセッション 講義③

オリエンテーション 講義② バズ集約 記念撮影

キャビンタイム 思索の時間 フォーラム 閉講式

オープニング
パーティ

レクリエーション カウンシルファイ
ア

キャビンタイム バズセッション キャビンタイム

どきどきのチーム発表…

23

JAPAN RYLA セミナー 報告会



レクで深まる絆

夜も大事な懇親の場

1. プログラムを通じて

3. 今どう活きているか

余島RYLAの学び

2. 印象に残っていること

チームワークが試される

カウンシル・ファイア

この笑顔に至るまで
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「経験」を共につくる

場所、所属を超えて仲間に

場所、所属を超えて仲間に

1. プログラムを通じて

2. 印象に残っていること

余島RYLAの学び

3. 今どう活きているか
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CYRCとの繋がり

2017年8月
ロヒンギャ難民問題

70万人がバングラデシュへ避難

(The Daily Star Lebanon 19 Sep 2017)

ミャンマーでも…激化する対立

新しい事業にも

バングラデシュで多発するデモ

(The Daily Star Lebanon 19 Sep 2017)

共に前に進む社会へ
向かうには
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国境を越えた
リーダーシッププログラム

「違い」ではなく

社会を灯すLAMPへ

ロヒンギャ当事者との対話

「同じ」志で未来へ

小さな火が、
一人一人に灯る社会へ
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NO 地区 参加者名 2019-2020 年度役職 NO 地区 参加者名 2019-2020 年度役職

1 2510 福井　敬悟 ガバナーエレクト 2 2550 栃木　秀磨 RIJYEM 社員パストガバナー

3 2580 嶋村　文男 ガバナー補佐 4 2580 小林　康徳 地区 RYLA 委員

5 2580 古波津 大地 RYLA 学友 6 2580 岩井　昭治 地区 RYLA 副委員長

7 2580 田名　　毅 地区 RYLA 委員 8 2640 藤井　秀香 ガバナーエレクト

9 2640 丸山　信仁 地区特別幹事（青少年担当） 10 2640 濵田　雅嘉 RYLA カウンセラー

11 2640 原田　勝次 RYLA カウンセラー 12 2660 友田　　昭 ＲＹＬＡ委員会副委員長

13 2660 徳山　勝浩 Team RYLA 14 2660 池島　詠美 Team RYLA

15 2660 田中 康太郎 Team RYLA 16 2670 大島　浩輔 ガバナー

17 2670 東　　邦彦 ガバナーノミニー 18 2670 前田　直俊 顧問

19 2670 米山　徹太 地区 RYLA 副委員長 20 2670 大通　龍治 RYLA 学友会会長

21 2670 岡本　賢人 中村ロータリークラブ 22 2680 吉岡　博忠 ガバナーノミニー

23 2680 土田　光一 RYLA 小委員会委員 24 2680 阪本 龍太郎 学友会　副会長

25 2680 前田　隆則 RYLA 小委員会委員 26 2680 徳梅　明彦 RYLA 小委員会委員

27 2700 曽田　博一 RYLA・青少年育成副委員長 28 2710 晝田　眞三 ガバナー

29 2710 鍛治川 孝雄 次年度 RYLA 実行委員長 30 2720 瀧 　 　 満 ガバナー

31 2720 永田　壮一 パストガバナー 32 2720 大森　克磨 ガバナーノミニー

33 2720 前田　雅史 会長エレクト 34 2720 薬真寺 哲也 青少年奉仕委員長

35 2720 上野　公則 地区研修副委員長 36 2720 早水　琢也 OK ロータリー E クラブ会長

37 2720 片山　　勇 OK ロータリー E クラブ副会長 38 2720 林　　秀一 地区 RLI 委員

39 2720 芳﨑　一郎 地区研修委員 40 2720 作守　順子 地区研修副委員長

41 2730 鈴木　修二 RYLA 委員会 42 2730 岩澤　浩二 学友会

43 2740 駒井　英基 パストガバナー 44 2740 福田　金治 パストガバナー

45 2740 塚﨑　　寛 ガバナーノミニー 46 2740 岡田　康信 次々年度地区幹事

47 2740 白石 公太郎 ガバナー補佐 48 2740 山崎　唯之 ガバナー補佐

49 2740 長戸　和光 地区 IA 委員 50 2740 森 　 　 浩 インターアクト地区委員

51 2740 大家　和義 米山地区委員長 52 2740 田中　博起 小城 RC 会長

53 2740 中島　信哉 小城 RC 幹事 54 2740 大坪　義典 小城 RC ライラ副委員長

55 2740 真崎　俊夫 多久 RC 青少年委員長 56 2740 古井　俊路 多久 RC

57 2740 日野　和仁 佐賀西 RC クラブ管理運営委員 58 2740 手塚　智司 佐賀西 RC クラブ管理運営委員

59 2740 川浪　正大 佐賀大和 RC 会長 60 2740 内田　早美 佐賀大和 RC 幹事

61 2740 古川　尋美 佐賀南 RC 会長 62 2740 下村　敬司 佐賀南 RC 奉仕プロジェクト委員長

63 2740 藤村　敏江 神埼 RC 幹事 64 2740 小林　正明 神埼 RCR 財団委員会（理事）

65 2740 生島　忠嗣 神埼 RC 出席委員長 66 2740 宮地　勝朗 神埼 RCR 情報委員長

67 2740 坂口 尉知朗 佐世保東 RC 幹事 68 2740 徳住　　勉 佐世保東南 RC 会長

69 2740 吉田　　大 佐世保東南 RC 幹事 70 2740 松崎　正行 島原 RC 青少年奉仕委員

71 2740 佐藤　　誠 雲仙 RC 幹事 72 2740 本多　　進 島原南 RC ライラ委員
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NO 地区 参加者名 2019-2020 年度役職 NO 地区 参加者名 2019-2020 年度役職

73 2740 井手 眞一郎 大村東 RC 青少年奉仕委員長 74 2740 東村　久儀 諫早東 RC 幹事

75 2740 酒井　郁子 諫早南 RC クラブ青少年交換委員 76 2750 太田　　智 RYLA 委員長

77 2760 伊藤　靖祐 ガバナー 78 2760 福井　　功 地区 RYLA 委員

79 2760 鈴木　　東 地区 RYLA 委員 80 2760 山下　惟人 RYLA 学友

81 2760 大野　真以 RYLA 学友 82 2760 福井　悠平 RYLA 学友

83 2780 原　　幹朗 84 2830 成田　秀治 ガバナーノミニー
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≪会場：5 号館　3 階　5301 室≫
★全国青少年奉仕委員長（RYLA 委員長）会議
　全国の青少年奉仕委員長又はRYLA委員長が一堂に会し、研修し情報交換の場とします。

開　始　11：20	 司会進行：北川　弘樹（佐賀RC）
	 議 長	 安平　和彦（RI 研修リーダー、RID2680パストガバナー）
	 議 事 録	 島　　智恭（佐賀RC）

第 1 号議案

　「次回全国 RYLA 研究会開催地区のご提案」

　　開催日：2021 年 3月 19日（金）～ 20日（土）

　　開催場所：山形県寒河江市（RID2800）

　　以上の通り、齋藤　榮助ガバナーエレクト（RID2800）よりご提案なされた。

　　賛成多数にて承認

第 2 号議案

　「未来の全国 RYLA 研究会の在り方」

　　●　安行　英文ガバナー補佐（RID2680）より提案

　　　

【議案内容】

議 案 名：RYLAのデータ資料庫の設置について

議案内容：全国のRYLA の資料を管理するため、データベース化しオープンソースを目指す。

そのために、どのような資料を集めるか、どこが管理するか、の組織を立ち上げる

ことをご提案いたします。期間は委嘱した委員による審議を経て、全国RYLA研究

会で成果と利用の方法を構築することを踏まえて 3年間とする。委員は、全国地区

RYLA委員長、事務局は、担当地区を選考の上、その地区の青少年奉仕委員長（RYLA

委員長）並びに委員で行う。運営費は、登録費などの余剰金の中から拠出する。

提案理由：全国の地区では、様々なRYLAが行われている。形態や内容はそれぞれの地区で異

なっている。しかし、RYLAの基礎にある部分は、一緒である。そこでこのオープ

ンソースでは、RYLAの①目標の調整、②効果的な関係の構築、③メンバーそれぞ

れの曖昧な役割の低減、④RYLAが抱える問題に対する解決策の発見、⑤危機管理

に対するマニュアルの項目が考えられる。
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【討議内容】

●　RIJYEMが RYLAのいろんな資料整理とか事務処理を手伝ってもいいよ！っていう話があ

りますが、そのあたりとの関わりをご説明願います。（RID2680）

　　やはりRIJYEMに入ってくると思いますが、それを先行してこちらでやっていきたい。（安

行ガバナー補佐）

●　委嘱する主体がわからない。誰が委嘱するのかをはっきりしておかないとどこか密室から

突然出てくるという話になる。ここである程度代表者を決めておいた方がいい。RYJYEM

は事務局だけでRYLAの事はわからない。（RID2680）

●　歴代のRI 理事が委嘱していけば問題ない。（RID2680 三木　明RI 理事）

●　データベース化は、プログラムの内容をデータベース化してもわからいなので、動画（編

集したもの）で保存していくのがよいのでは、具現化しないと役に立たない。（RID2800）

●　負担の少ないフォーマットを作っていった方がいい。

【結論】

議案の資料管理を検討する会をRI 理事に委嘱する。

まずは三木RI 理事に委嘱する。

　　賛成多数にて承認
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NO 地区 参加者名 2019-2020 年度役職 NO 地区 参加者名 2019-2020 年度役職

1 2760 齋藤　直美 元 RI 理事・大会委員長 2 2680 三木　　明 RI 理事・相談役

3 2680 安平　和彦 RI 研修リーダー・PG 4 2510 西方　洋昭 RYLA 委員長

5 2530 志賀　利彦 ガバナーノミニー 6 2530 菅野　拓司 RYLA 委員長

7 2550 二十二　修 地区青少年奉仕委員長 8 2580 小林　　充 地区 RYLA 委員長

9 2580 平井 憲太郎 地区青少年奉仕委員長 10 2590 佐藤　佳一 地区 RYLA 委員長

11 2630 藤下　和也 青少年奉仕委員会委員長 12 2640 橋本　竜也 青少年・ライラ委員長

13 2650 石原　久歳 青少年育成委員 14 2660 今井　卓哉 RYLA 委員会副委員長

15 2660 田原 さおり RYLA 委員 16 2670 桑原　征一 顧問

17 2670 古川　　充 地区青少年奉仕委員長 18 2670 藤原　賢治 地区 RYLA 委員長

19 2680 黒田　建一 危機管理委員会委員長 20 2680 田中　賢一 RYLA 小委員会委員長

21 2680 坂東　隆弘 社会奉仕委員会副委員長 22 2680 安行　英文 ガバナー補佐

23 2700 河野　　活 RYLA・青少年育成委員長 24 2710 西村　健治 次年度青少年奉仕委員長

25 2720 硯川　昭一 ガバナーエレクト 26 2720 三角　雄介 地区 RYLA 副委員長

27 2720 開　　克行 次期青少年奉仕部門長 28 2720 後藤　真吾 RYLA 委員

29 2730 中間　博英 青少年交換委員会 30 2740 田口　　厚 パストガバナー

31 2740 高原　武彦 パストガバナー 32 2740 岩永　信昭 パストガバナー

33 2740 﨑永　　剛 パストガバナー 34 2740 千葉　憲哉 ガバナー・大会実行委員長

35 2740 大石　竜基 地区幹事 36 2740 松田　洋一 地区副幹事

37 2740 山口　宏二 地区 RYLA 委員長 38 2740 相浦　封哉 地区 RYLA 委員

39 2740 德川　清隆 地区インターアクト委員長 40 2740 アーリー・ジェフリースチュアート 地区青少年交換委員長

41 2740 高松　茂信 地区ﾛｰｱｰｱｸﾄ委員長 42 2740 花島　光喜 ガバナーエレクト

43 2740 迎　雅璫嗣 次年度地区幹事 44 2740 山﨑　信雄 佐賀北 RC ライラ委員長

45 2740 岡本　忠裕 武雄 RC 青少年奉仕委員長 46 2740 柳　龍一郎 長崎西 RC 青少年委員長

47 2740 池田 久美子 長崎出島 RC 青少年（RYLA）委員長 48 2760 岡田　雅隆 地区青少年奉仕委員長

49 2760 金山　明史 地区 RYLA 委員長 50 2780 清水　寿人 青少年奉仕委員長

51 2800 鈴木　一作 地区研修リーダー 52 2800 齋藤　榮助 ガバナーエレクト

53 2800 羽生　吉弘 次期地区幹事 54 2830 竹内　知弘 RYLA 委員長

55 2830 源新　和彦 ガバナーエレクト 56 2660 近藤　眞道 RIJYEM アドバイザー

57 熊谷 健太郎 （一社）ロータリーの友編集部
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第 1 分科会
分 科 会 責 任 者　　北川　弘樹（佐賀RC）
ファシリテーター　　1-A大曲　清一郎　1-B村岡　祐吉　1-C古賀　利明　1-D錦織　信貴
書 記 ・ 記 録　　1-A江里口　和雅　1-B吉松　潤二　1-C宮井　博章　1-D後藤　昌弘
� （佐賀RC）

タイムスケジュール
13:00　開始
	 RID2740の RYLAの変遷
	 発 表 者：野口　清（RID2740パストガバナー）

13:20　各地のRYLAの現状と課題
	 コーディネーター：山口　宏二（RID2740 RYLA委員長）
	 パ ネ ラ ー：小林　　充（RID2580 RYLA委員長）
	 　 　 　 　　河野　　活（RID2700 RYLA・青少年育成委員長）
	 　 　 　 　　三角　雄介（RID2720 RYLA副委員長）

14:10　休憩

14:20　グループディスカッション
	 会場：1-A 5310講義室　1-B 5305講義室
	 　　　1-C 5306講義室　1-D 5307講義室　

15:00　終了
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全国ライラ研究会
第１分科会

当地区（2740地区）のライラ
令和２年２⽉９⽇

２７４０地区PG 野⼝ 清

当地区のライラの概要

 ホストクラブが地区内各クラブへ参加者募集を呼びかける。
 ホストクラブがライラのプログラムを例年に倣った形で作
る。

 プログラムの内容︓ 原則 ⼟曜・⽇曜の2⽇間
開催⽇（⼟曜）の正午 開催地集合
参加者︓受講⽣・地区ガバナー・地区委員・
受講⽣参加クラブのロータリーアン・ホストクラ
ブロータリーアン

プログラム

第２⽇⽬
 親睦（早朝体操）
 親睦（朝⾷）
 各グループのテーマについての討論の発表
 質疑応答
 ガバナー講評
 受講証明書の配布
 散会

2740地区ライラの歴史

 第1回︓1980年5⽉ 喜多村禎勇ガバナーの元、佐世保ロー
タリークラブのホストで⻑崎・親和の森で開催

 以後各地区内５６のロータリークラブの内１クラブがホス
トとなり開催し、
今年度が第40回⼤会で福⽥⾦治ガバナーの元、島原南

ロータリークラブがホストとなり休暇村 雲仙で開催

プログラム

第１⽇⽬
 参加者の紹介（講師も含めた）
 オリエンテーション
 講師による特別講演
 質疑応答
 親睦（⼣⾷準備・⼣⾷会）の時間
 ホストクラブが考えたテーマについて討論

5名の受講者を１グループとしていくつかのグループに分けて、それぞれ
にロータリーアン１名ないしは２名のカウンセラーを配置し、
それぞれのグループで違ったテーマについて討議する。
それぞれのグループに書記、まとめを作る役を決めておく。

就寝

当地区ライラの問題点

 毎年各クラブが順番に開催しており、初めての経験で、ライラの趣旨・⽅法等
について未熟であり、前年度の踏襲に終始し、ライラの趣旨・理念についての
知識、研鑽がないまま開催されている。

 ライラの理念・⽅法論についての研鑽・勉強会・前年度の反省会等が必要であ
るが、それらは地区の役割であるにもかかわらず、現在のところ当地区ではな
されていない。

 将来に向けて、現在の各クラブ順番に開催されている当地区ライラは、地区主
導のライラ開催にするべく、その基本理念、⽅法論についてもう⼀度地区で練
り直す必要がある。

「⼈と出会い、神と交わり、愛の⽕の燃えるところ」
今井鎭雄先⽣
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「各地の RYLA の現状と課題」

コーディネーター：山口　宏二（RID2740　RYLA 委員長）
パ ネ ラ ー：小林　　充（RID2580　RYLA 委員長）
パ ネ ラ ー：河野　　活（RID2700　RYLA・青少年育成委員長）
パ ネ ラ ー：三角　雄介（RID2720　RYLA 副委員長）
記 録：北川　弘樹

山口氏（RID2740）

我々RID2740は、持ち回りでRYLAを開催している。これにはメリット・デメリットがあり、各
クラブでRYLAの委員会が継続して出来ていないという現状がある。また、少人数のクラブはなか
なか開催するのが難しい。パネラーの皆さんの各地区での取り組み、現状についてお聞きしたい。

小林氏（RID2580）

我々の地区はまだ 2年目という事でまだまだRYLAの事がわからない。研修会等に参加して色々

勉強してきた。余島RYLAを参考にしており、鈴木パストガバナーに講師をお願いし、また安行

ガバナー補佐（RID2680）、坂東社会奉仕委員会副委員長（RID2680）にも講師をお願いし全面

的な協力をしていただきながら運営している。

　1年目はクラブにおいてRYLAを知っている人が一人ぐらいしかいなかった。70クラブ中 52

クラブに訪問し卓話をした。2年目は 14クラブを卓話にて訪問させていただいた。できるだけ

多くのメンバーにRYLAを知ってもらうために次はRYLA学友による報告会を各クラブにてさせ

ていただく働きかけをして報告していった。報告では映像等を使い印象の残る報告にしていった。

まだまだRYLAを知っていないメンバーがいらっしゃるのでコツコツと広めていきたい。

三角氏（RID2720）

私共の地区では前回が第 6回だったそうで、しかも間を 5～ 6年開けての開催でした。

　今は毎年やっています。我々の課題は参加者が段々減ってきているのが問題となってきている。

去年の受講生が19名でそれまでは30人ほどの参加でありました。RYLAの認知が無いのが問題である。

河野氏（RID2700）

一番の課題は、資金の面である。受講生が 100 人ぐらい、ロータリアンの登録が 100 名前後で

地区からいただく補助金以外は、登録料や受講料である。蓋を開けてみないと参加者がどれくら

いなのかがわからないので不安である。結果的に参加人数が少なければ運営費等をどうするかが

一番の課題である。地区にはいろいろお願いしている。ガバナーエレクトに現状を現場に来ても

らって説明している。次年度はRYLAの予算を倍にしてもらうようにお願いしている。とにかく、

RYLAを知らない人が多いのでこれからは IMや卓話などで告知をする。次年度以降は各クラブに

第 1分科会　パネルディスカッション
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RYLA の担当者を置いてもらうようにエレクトにお願いしている。セミナーの内容も今までは講

話が多いので今年度はグループワークを多くしている。やるほうは講演が楽だけど受ける側には

どう効果があるかわからない。

山口氏（RID2740）

近年、RYLAの受講者が減ってきている。ローターアクトクラブも2740地区では16クラブあっ
たのが現在では5クラブと減ってきている。どうしてもRYLAを活性化させるにはローターアク
トが活性化しないといけないのでそのあたりの現状はいかがでしょうか？

小林氏（RID2580）

2580 地区ではまだ 2回目という事もあり、関心を持ってくれる方が多く今のところ予算のなか

でやっている。来年以降は開催場所が変わったりするとどうなのかわかりません。第 1回 RYLA

学友を第 2回受講生とレクレーションをする時間を設け、その 1時間をRYLA学友にお任せして

やってもらう事をお願いしている。このような事をやることによってRYLA学友が今後どうやっ

ていくべきかの意見を言ってもらえる機会を作った。

三角氏（RID2720）

2720 地区ですが、予算に関しては非常に厳しい状況である。我々は基本的に地区の補助金と参加

費で賄っている。地区の補助金が予算の都合上減らされ、受講生からいただく参加費が大きくな

り参加人数が少なくなった。各クラブから補助をして頂くことでもやらないと現状では、有名な

講師を呼んだりすることや宿泊施設をどうするとかいろいろ考えなければならない。

河野氏（RID2700）

決算書をみて愕然としましたが、お金が足らなくなったらどうするか不安である。ほんとに財源

確保が難しく感じている。

山口氏（RID2740）

ロータリアンがプログラムとか環境を青少年に提供して出来るだけ自発的にその行動を起こせる
ようにすることがRYLA実施における理念と考えますが、各地区におけるRYLA実施におけるロー
タリーの理念をお聞かせ願いたい。

小林氏（RID2580）

2580 地区のRYLAのテーマは第 1回目が「心に触れあう」、第 2回目は「心に触れあいながら自

立する」というテーマに沿ってセミナーを行った。心の持ち方が違っていたらいかに素晴らしい

人でもしっかりとした結果が生まれない。

三角氏（RID2720）
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2720 地区は 18歳から 30歳までの方にRYLAセミナーに参加してもらってますが、すごく受講

生の成長がみられ、自分自身もロータリアンらしく成長している。参加している人が自分が出せ

て溶け込むことによって何か感動があったりとかで改めて心が洗われる。親睦の中からいいもの

が生まれてくる。

河野氏（RID2700）

我々がRYLAに思う事は次世代のリーダーを作り出す事であるが、お互いが求めあうリーダー像

が一致してこないといけない。企業さんが思うリーダー像とフィットしあう事が大事である。
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		  　ファシリテーター		  　　書記・記録		  　　会場
１－ A		 大曲清一郎（佐賀 RC）	 北川　弘樹（佐賀 RC）	 5310 講義室
１－ B		 村岡　祐吉（佐賀 RC）	 吉松　潤二（佐賀 RC）	 5305 講義室
１－ C		 古賀　利明（佐賀 RC）	 宮井　博章（佐賀 RC）	 5306 講義室
１－ C		 錦織　信貴（佐賀 RC）	 後藤　昌弘（佐賀 RC）	 5307 講義室

討議１：各地区の RYLA の現状と問題点

●　現状は参加者が減ってきている。問題点はどうやって募集をすれば参加者が増えるのか？一

番核になるのはRYLAのセミナーの内容ではないか？今回のような研究会にて他地区のやり

方を勉強しRYLAをもっと濃いものにしたい。� （RID2720）

●　参加者が会員企業の新入社員とか偏っているので、なかなか外部に情報が行かず参加者が増

えないという現状がある。� （RID2740）

●　地区の組織が縦割りになっている。RYLAについては制度疲労がきているのではないか？一

応開催し続けてきていますが、それを各クラブ（56クラブ）に持ち回り制にしていていわ

ゆる丸投げ状態であって前回の RYLA の情報などが共有できていないようだ。経験をした

RYLA学友みたいな人を作って核になるメンバーが出来ればそこから若い人達の層が厚くな

るのではないか� （RID2740）

●　持ち回りには一長一短ある。担当になるクラブが今回は頑張ろう！とモチベーションが上が

るようになる。また、地域の特色が出しやすいが、終了後の反省会において問題点の洗い出

しをし、次年度につなげていない。引継ぎは綿密にすれば大丈夫だと思う。所属クラブが一

つにまとまった事は非常に良かったので、まだRYLAをされてないクラブには是非やって欲

しい。� （RID2740）

●　我々は十何年RYLAをやらないでいて 4年ほど前から私が復活させるぞとやり始めた。目的

は二つ、一つ目はRYLAに参加した若者が帰るときに涙を流す事、もう一つは、受講生を出

してくれた企業の社長さんがこのRYLAに参加させたら物凄く変わって輝いて仕事をしてく

れているよと言ってもらう事。この二つを目指してRYLAを開催して結果を残している。問

題点としては、その地区のRYLA では RYLA スタッフはある程度スペシャリスト（専門家）

じゃないとダメなのかなと思う。それは兵庫の余島RYLAを見て感じた。スペシャリストが

いないとプログラムの進化と継続は難しい。あちこちのRYLAに参加して勉強することがよ

い。� （RID2800）

●　私どもの地区では、今年RYLA43 回目が終わりました。当然 43回やっておりますが当初の

ころとは全く中身が変わっています。最近は自分たちの仲間を将来のリーダーにできる人間

を育てるという事で、中身については非常にレベルの高いインストラクターを迎えてやって

いる（キャンプ形式ではない）。したがって高校生がついていけるレベルではないので、参加

者については毎年同じ企業さんから 2名～ 3名の応募があるので締め切り前にいっぱいにな
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ります。課題としては二つあって、一つはみんな忘れてしまうのでジュニアインストラクター

といってRYLAの経験者（OB）に毎年お手伝いしてもらっている。毎年 10名以上のOBが

来ている。最後に残った課題はハイレベルな講師を毎年どうやって見つけてくるかが委員会

の悩みである。� （RID2250）

●　ロータリーが盛り上がらないと、アクターも盛り上がらなくRYLAも盛り上がらない。	

� （RID2720）

●　我が地区では単年度でRYLAが終わっている。次に繋がってない。地区の改革が必要である。	

� （RID2740）

●　クラブによってRYLAへの熱の入れ方に非常に差がある。どのクラブも同じようなRYLAの

レベルをできるようにした方が良い。� （RID2740）

●　RYLAが世界で共通したものであるかが大事だと思う。� （RID2720）

●　余島のRYLAは 3泊 4日でないと出来ないプログラムである。� （RID2670）

討議 2：RYLA 参加者の基準と募集について

●　2670 と 2680 地区は主に視点としては 2点あって、その 1点は本当に受講者を育てるとこ

ろに着眼点を置く。もう一つはクラブがそれをすることによって纏まってRYLAに理解を示

してさらに継続的につなげていく。われわれ余島でやっているのは受講者の方に着眼点をお

いてみんなで育てていくということ、それを育てるとライラリアンみたいな学友会が出来て

くる。四国地区も神戸地区も両方とも作っている。その人たちの数が増えてくるとその人た

ちを周りの人たちが見て賛同してくれる人が増えてくる。参加した人たちが自動的に学友会

に入ってきてくれる。クラブ側に着眼点を置かず、受講者側に着眼点を置き育てる事が大事

である。長い目で見るとロータリー側も受講者側も成長する。� （RID2670）

●　余島のRYLAの参加資格は 20歳以上、お酒が飲める年齢。自由に参加して何をしてもいい

が講義だけは時間に遅れないように指導して受講生の自立に任せている。しかしながら受講

生の募集においてはそんなに簡単に集まらない。例えば県の青少年本部みたいなところにお

願いをするとかしてハイレベルな人を見つける。参加費は 3泊 4日で￥50,000/ 人で、参加

者はロータリークラブの推薦が必要である。参加費をそのクラブが負担をするというやり方

をしている。また、RYRA委員会には学友会の代表者にも参加してもらって企画から参加し

てもらっている。� （RID2680）

●　参加基準は 20歳以上がいい。お酒も飲めるし注意しなくてもいい。� （RID2720）

●　ライラリアンも呼び込んだほうが良い。
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討議 3：各地区の RYLA 実施におけるロータリーの理念

●　北海道は余島から遠いせいかRYLA自体に対しての認識が薄い。メンバーに限らずガバナー

も薄い。今年度はRYLA委員会でさえ設けてない。ガバナーにもRYLAを認識してもらえる

何か手法がないのであろうか？� （RID2510）

●　RYLA こそが青少年育成の中核だというふうに捉える。インターアクト、ローターアクト、

青少年交換と絡めてやっていける。

●　RYLA委員会だけの満足にならないようなプログラムを考える。� （RID2700）

●　いくら喉が渇いても濁った水は飲まない。� （RID2640）
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１-A 会場：5310 講義室 1-B 会場：5305 講義室 １-C 会場 5306 講義室 1-D 会場 5307 講義室

1
RID2510 RYLA 委員長 RID2510 ガバナーエレクト RID2530 ガバナーノミニー RID2550 RIJYEM 社員 PG

西方　洋昭 福井　敬悟 志賀　利彦 栃木　秀磨

2
RID2550 地区青少年奉仕委員長 RID2590 地区 RYLA 委員長 RID2580 地区 RYLA 委員長 RID2630 青少年奉仕委員長

二十二　修 佐藤　佳一 小林　　充 藤下　和也

3
RID2640 RYLA カウンセラー RID2640 RYLA カウンセラー RID2650 青少年育成委員 RID2660 RYLA 副委員長

濵田　雅嘉 原田　勝次 石原　久歳 今井　卓哉

4
RID2660 Team RYLA RID2660 Team RYLA RID2670 ガバナー RID2670 ガバナーノミニー

徳山　勝浩 池島　詠美 大島　浩輔 東　　邦彦

5
RID2670 顧　問 RID2670 地区青少年奉仕委員長 RID2670 地区 RYLA 委員長 RID2670

前田　直俊 古川　　充 藤原　賢治 中村 RC 岡本　賢人

6
RID2680 パストガバナー RID2700 RYLA, 青少年育成委員長 RID2710 次年度 RYLA 実行委員長 RID2710 ガバナー

安平　和彦 河野　　活 鍛治川 孝雄 晝田　眞三

7
RID2720 ガバナー RID2720 ガバナーエレクト RID2720 青少年奉仕委員長 RID2720 地区 RYLA 副委員長

瀧　　　満 硯川　昭一 薬真寺 哲也 三角　雄介

8
RID2720 JapanOKRE クラブ会長エレクト RID2720 地区研修副委員長 RID2720 地区 RLI 委員 RID2720 地区研修委員

前田　雅史 上野　公則 林　　秀一 芳﨑　一郎

9
RID2720 地区研修副委員長 RID2720 OKREC 副会長 RID2720 RYLA 委員 RID2740 パストガバナー

作守　順子 片山　　勇 後藤　真吾 﨑永　　剛

10
RID2740 パストガバナー RID2740 パストガバナー RID2740 ガバナー RID2740 地区 RYLA 委員長

駒井　英基 福田　金治 千葉　憲哉 山口　宏二

11
RID2740 地区 RYLA 委員 RID2740 地区 IA 委員長 RID2740 地区インターアクト委員 RID2740 地区米山委員長

相浦　封哉 德川　清隆 諫早北 RC 森　　　浩 小城 RC 大家　和義

12
RID2740 第 1G ガバナー補佐 RID2740 ガバナーノミニー RID2740 次々年度地区幹事 RID2740 会　長
牛津 RC 白石 公太郎 塚﨑　　寛 岡田　康信 佐賀大和 RC 川浪　正大

13
RID2740 RYLA 委員長 RID2740 RYLA 副委員長 RID2740 奉仕プロジェクト委員長 RID2740 R 情報委員長
佐賀北 RC 山﨑　信雄 佐賀北 RC 大坪　義典 佐賀南 RC 下村　敬司 神埼 RC 宮地　勝朗

14
RID2740 出席委員長 RID2740 青少年奉仕委員長 RID2740 会　長 RID2740 幹　事
神埼 RC 生島　忠嗣 武雄 RC 岡本　忠裕 佐世保東南 RC 徳住　　勉 佐世保東南 RC 吉田　　大

15
RID2740 青少年奉仕委員 RID2740 幹　事 RID2740 RYLA 委員 RID2740 青少年奉仕委員長
島原 RC 松崎　正行 雲仙 RC 佐藤　　誠 島原南 RC 本多　　進 大村東 RC 井手 眞一郎

16
RID2740 青少年委員長 RID2740 青少年（RYLA）委員長 RID2750 RYLA 委員長 RID2760 元 RI 理事
長崎西 RC 柳　龍一郎 長崎出島 RC 池田 久美子 太田　　智 齋藤　直美

17
RID2760 ガバナー RID2760 地区 RYLA 委員 RID2780 青少年奉仕委員長 RID2780

伊藤　靖祐 鈴木　　東 清水　寿人 原　　幹朗

18
RID2800 地区研修リーダー RID2800 ガバナーエレクト RID2830 RYLA 委員長 ロータリーの友 編集部

鈴木　一作 齋藤　榮助 竹内　知弘 熊谷 健太郎
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第 2 分科会
分 科 会 責 任 者　　田島　広一（佐賀RC）
グループ討議担当者　　2-A楠田　俊明　　2-B橋本　潤平　　2-C古川　麻由美（佐賀RC）

タイムスケジュール
13:00　開始
	 危機管理について　　発表者：黒田　建一（RID2680危機管理委員長）

13:30　グループディスカッション
	 会場：2-A ALS5301　　2-B ALS5301　　2-C 5304ゼミ室 

		  途中、休憩タイム

15:00　終了
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ロータリーにとっての危機管理
―第１２回全国RYLA研究会

第２分科会―

・２０２０年２月９日

・西九州大学 佐賀キャンパス

ＲＩＤ２６８０地区危機管理委員長

ＲＩＪＹＥＭ研修部門委員

ＲＩＤ２６８０西宮イブニングＲＣ 黒 田 建 一

1

危機管理とは何かを知る方法

１．ＲＩのルール

（１）ロータリー章典

主な条項

２．１２０ 青少年の保護

４１．１７０ ロータリー青少年交換

２６．１２０ ハラスメントのない環境

（２）青少年保護の手引

「虐待とハラスメント防止に関する研修の手引、
および修リーダー用手引」の改訂版

3

危機管理の基本原則①

青少年の保護（章典２．１２０．１～３）

２．１２０．１ 青少年と接する際の行動規範
に関する声明

２．１２０．２ 性的虐待およびハラスメント
防止

２．１２０．３ 青少年の旅行および宿泊

5

何故、危機管理が問題となるか

1.現に危機（crisis）が発生しているから

※危機管理と危機対応の違い － riskとcrisis

２.ＲＩは、ロータリー活動における危機管理を重

視している

３.危機管理体制が出来ていなければ出来ないプロ

グラムもある

４.危機管理への対応を誤れば、会員・クラブが資格を

喪失することも有り得る

2

２．ＲＩのルールを知る為に

（１）ＲＩプログラムである４つのプログラムの
知識と経験

（２）クラブ、地区などの青少年活動の経験

（３）法的知識

（４）ＲＩルールの情報収集方法の知識

（５）ＲＩは何を望み、求めているのかを知る

（６）章典などの変更を知る

→ＲＩの考え方が分かる
4

危機管理の基本原則②

ロータリー青少年交換（章典４１．０７０）

①法人化

②損害賠償保険

③ボランティアの選任方法

④多地区共同プログラム→ＲＩＪＹＥＭ加入

⑤プログラム進行中の活動ルール

未成年者の長期の海外旅行であり、ロータリー青少年
活動の具体的準則として捉える必要がある

6
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みなし青少年交換

•未成年の海外旅行はみなし青少年交換（手引）

•責任主体は地区青少年交換委員会

•青少年交換ＭＯＵーＲＩＪＹＥＭ

•地区危機管理委員会設置

•損害保険の認識

•違反の場合のペナルティー

7

危機管理の基本原則③

ハラスメントのない環境(章典２６－１２０)’19.1決定

•ロータリー活動に参加する全ての人に対するもの

•ハラスメントの定義（虐待、性的に限定されない）

•不適切な行動に対する申立があった場合の義務（クラ
ブ、地区、理事会）

•申立があれば原則として一週間で結論を出す義務

•十分な対処を怠った場合、クラブ→地区→ＲＩ

9

•章典等違反のペナルティ

① 章典２．１２０．２

クラブが性的虐待等を行ったロータリアンの身分終結
をしない場合、ＲＩ理事会は、ロータリアンの身分終結
とクラブ加盟終結の措置を講じる

②ＲＩ細則３．０３０．５

青少年保護法違反→クラブ加盟停止or終結

③ＲＩ細則３．３０３．６

然るべき理由による懲戒、クラブ加盟停止or除名

11

例えば
• ある地区がインターアクターと一般高校生５名を４泊５日の予定で
韓国旅行をすることとなった。

① 未成年の海外旅行はみなし青少年交換（手引９頁）

② 地区の青少年交換委員会が責任主体としてスケジュール、保険、
ボランティアの選任、派遣者へのオリエンテーション等を行う

※青少年交換のMOUを受けていなければ、その地区は実施できない

③ 保険はどの様な保険か―ＲＩＪＹＥＭ

④ 青少年交換のルールを知っておく

⑤ ＩＡの属する学校との連絡

※クラブが企画した場合どうなるか？

8

章典、手引 違反行為があったとき

•青少年に対する性的虐待またはハラスメントに対する
申立

―地区はＲＩへ７２時間以内に報告義務がある

（章典２．１２０．２）

•ロータリー活動における「ハラスメントを含む不適切
な行為」に対する申立

―クラブ（理事会）、地区（ガバナーor委員会）は１
週間以内に結論を出す義務がある（章典２６．１２０）

10

自地区、クラブが企画するプログラムと
ルール確認
•青少年活動、特に未成年者が参加する場合の注意点

①遠方か ②宿泊を伴うか

③国内か海外か ④主たる参加者の年齢は

⑤ロータリアン以外の参加者の身元確認

⑥保険は適正か

⑦不明の時は、地区の青少年関連委員会かＲＩＪＹＥＭに問
い合わせる

・プログラムに対応するＲＩルールを調べる

・ＲＩルール以前に守るべき社会ルールを守る

12
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①危機管理が問題となる活動

1．青少年活動

・インターアクト、ロータアクト・ＲＹＬＡ・青少年交換

・米山記念奨学生・財団奨学生、未成年などを対象とした奉仕
活動など

2．一般的活動

・記念奉仕、国際奉仕活動（財団補助金活動など）

・会員同志を含む懇親会・会員と事務局

・地区委員会活動

13

危機管理の陥穽

• 危機管理は難しい

• 危機管理は面白くない

• 自分の地区（クラブ）に限って問題は起きない

• 神経質になり過ぎだ

―しかし、現実に何処かの地区（クラブ）で危機
（Ｃｒｉｓｉｓ）は発生している

15

1．誰が危機管理を行っているか

￮ 地区―危機管理委員会（義務的）

￮ クラブ―危機管理委員会、理事会、その他

2．誰が危機管理について知っているべきか

￮ 原則は全員

￮ 青少年活動については、青少年関連委員会

章典・手引は必ず理解しておくこと

￮ 青少年活動以外の活動については、活動実体
の委員会―

14

ご清聴ありがとうございました

16
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		  　ファシリテーター		  　　書記・記録		  　　会場

２－ A		 西村　健治（RID2710）	 楠田　俊明（佐賀 RC）	 ALS5301

２－ B		 田中　賢一（RID2680）	 橋本　潤平（佐賀 RC）	 ALS5301

２－ C		 丸山　信仁（RID2640）	 古川麻由美（佐賀 RC）	 5304 ゼミ室

１．ロータリー活動における危機管理の問題をどう思いますか。

・とても大切と思います。� （RID2720）

・特に青少年プログラムにおいては必要だと思います。� （RID2660）

・色々な問題がでているので、重要と思います。� （RID2640）

・ロータリークラブでも絶対に必要と感じる。� （RID2760）

・大切ではあるが、非常に難しい問題だと思う。� （RID 不明 ）

・地区のみならずクラブレベルで必要。� （RID2680）

・時代背景上、非常に重要で大切なこと。� （RID2710）

・会員が理解するには難しいが少しづつ進めて行く必要がある。� （RID2730）

２．グループ討議の中で大切であると思ったものはありますか、あるとすればそれは何ですか。

・クラブ内での危機管理体制も必要だと思った。� （RID2720）

・RYLAセミナーにおいて写真撮影するのに承諾書を書いてもらっている地区や、			 

SNS にアップする事を事前に伝えたりしている地区があった。� （RID2660）

・パワハラ・セクハラなど法に触れる行為は要注意が必要。� （RID 不明）

・「手に手つないで」をやめた 2660 地区に対して、他地区の方々が皆驚いていた			 

ことに、ビックリしました。� （RID2660）

・｢手に手つないで｣ がなぜダメなのか？� （RID 不明 ）

・｢手に手つないで｣ はコミュニケーションとしては良いと思う。� （RID2740）

・心のつながり、が少なくなり残念に思う。� （RID 不明 ）

・クラブ内に危機管理委員会を設置し，定期的に会員への危機管理の重要性を説明			

することで、クラブ全体が認知することが大切であると考えられる。� （RID2730）

・RIJYEMの保険の範囲を詳しく理解すること。� （RID2680）

・危機管理には、善意の行為によるものも対象となり得る。� （RID2740）

・保険ではカバーできないものもある。� （RID2740）

・クラブで共通の意識を持つことが被害から守る事につながる。� （RID2740）

３．自地区の危機管理体制の現状をどう思いますか。

　　この点（現状）について地区や RIJYEM に期待することがありますか、あるとすればそれは何ですか。

・委員会を年に 2、3回行っている。次年度からは各クラブに委員会を置く予定。�（RID2640）
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・当地区は進んでいる方と感じた。� （RID2660）

・当地区もアルコール禁止など、少し進んでいる方だと思う。� （RID2720）

・危機管理委員会の発足から 20年ほど経過したが、これまで 1度も事件がなく			 

ありがたい。� （RID2760）

・自地区では委員会はあるが、あまり問題がなく特別にやっていない。� （RID 不明 ）

・青少年を注意する際に過剰に気を使いそうです。� （RID2740）

・34地区全てが入るように説明・推進して欲しい。� （RID2640）

・RIJYEMの危機管理体制などの詳しい情報が欲しい。� （RID2580）

・組織としての対応は弱く、不十分と思います。� （RID 不明 ）

・RIJYEMの活動内容を知らないのでクラブで周知する。� （RID2740）

４．その他、危機管理分科会の感想や質問があれば書いて下さい。

・非常にデリケートな問題なので、線引きが難しいと思います。� （RID2720）

・｢手に手つないで｣ 等を取りやめしているクラブが多いが、今後我々の地区でも			 

考えなければならないと感じました。� （RID 不明 ）

・短い時間でしたが、全国のいろいろな地区から来られている方々の貴重な体験談			

やお話しを聞けて良かったです。� （RID2660）

・他地区のRCの中には，第三者を含めた危機管理委員会を設置されているクラブ			

もあり、それが抑止力の一端を担っているという話を伺い、見習うべき所を気づ			

かせていただき、ありがたいと感じました。� （RID2580）

・いままでロータリーの活動として深く考えたことは無かったが、様々な場面で			 

発生している問題ということで、このような意見交換や、事例的な発表も必要			 

であり、大切で、勉強になるため、地区全体での話し合いを望まれるという感			 

想もありました。� （RID2740）
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2-A(5301) 2-B(5301) 2-C(5304)

1
RID2710 次年度青少年奉仕委員長 RID2680 RYLA 小委員会委員長 RID2640 地区特別幹事（青少年担当）

西村　健治 田中　賢一 丸山　信仁

2
RID2660 RYLA 委員会副委員長 RID2580 地区 RYLA 副委員長 RID2660 RYLA 委員

友田　　昭 岩井　昭治 田原　さおり

3
RID2670 顧　問 RID2640 ガバナーエレクト RID2720 次期青少年奉仕部門長

桑原　征一 藤井　秀香 開　　克行

4
RID2720 パストガバナー RID2680 ガバナーノミニー RID2740 地区青少年交換委員長

永田　壮一 吉岡　博忠 アーリー・ジェフリースチュアート

5
RID2730 RYLA 委員会 RID2730 RYLA 小委員会委員長 RID2740 ガバナーエレクト

鈴木　修二 中間　博英 花島　光喜

6
RID2740 地区ローターアクト委員長 RID2740 幹　事 RID2740 ロータリー財団理事

高松　茂信 神埼 RC 藤村　敏江 神埼 RC 小林　正明

7
RID2740 地区インターアクト委員 RID2740 会　長 RID2740 幹　事

長戸　和光 佐賀南 RC 古川　尋美 佐世保東 RC 坂口　尉知朗

8
RID2740 会　長 RID2740 ガバナー補佐 RID2760 幹　事
小城 RC 田中　博起 神埼 RC 山崎　唯之 諫早北 RC 東村　久儀

9
RID2740 クラブ青少年交換委員 RID2760 地区 RYLA 委員長 RID2760 地区青少年奉仕委員長
諫早南 RC 酒井　郁子 金山　明史 岡田　雅隆

10
RID2740 次年度地区幹事 RID2830 ガバナーエレクト RID2830 ガバナーノミニー

迎　雅璫嗣 源新　和彦 成田　秀治

11
RID2760 地区 RYLA 委員

福井　　功

	 RID2680　危機管理委員会　委員長	 黒田　建一
	 RID2660　RIJYEM アドバイザー		  近藤　眞道
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第 3 分科会
分 科 会 責 任 者　　吉原　崇己（佐賀RC）
書 記 ・ 記 録　　3-A 坂口　忠久　　3-B 岸川　正人　　3-C小松　敏正（佐賀RC）

タイムスケジュール
13:00　開始
	 「RYLA学友会の必要性と今後について」学友目線での提案
		  発表者：阪本　龍太郎（RID2680学友会　次期会長）

13:20　パネルディスカッション　「学友会の未来について」
	 モデレーター：坂東　隆弘（RID2680）
	 パネラー：古波津　大地（RID2580 学友）
			   これから学友会をつくる地区
	 　　　　　田中　康太郎（RID2660 学友）
			   チームRYLAとしてRYLAを企画
	 　　　　　阪本　龍太郎（RID2680 学友）

14:00　休憩

14:10　グループディスカッション
	 会場：3-A 5309講義室　　3-B 5308講義室
	 　　　3-C 5308講義室

15:00　終了
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「RYLA 学友会の必要性と今後について」

発表者：阪本　龍太郎（RID2680 学友会　次期会長）

　2680 地区では 2670 地区と共催で 3泊 4日の RYLA セミナーを与島で開催しています。1979

年に始まり毎年20才以上の男女50名程が参加し、オリジナルの重要なカウンセラーシステムになっ

ていて、受講生は 2,000 名を超えています。

　RYLA学友会に入るのは、RYLAセミナーの修了生とカウンセラーの方になります。また、ロー

タリアンの方も参加されています。ロータリアンとロータリアンで無い人が同じグループを作って

いるのは珍しいと感じています。そのことでパートナーシップの解決策、あるいは問題定義に繋がっ

ていると考えています。

　RYLA学友会は2008年にスタートし2018年に10年目を迎え、翌年にロータリー学友ネットワー

クに正式に加盟しました。会員は現在 120名程、会費は 1,000 円です。

　学友会の活動は年に 1回の総会と RYLA セミナーのサポート等です。特に重要にしているのは

RYLAセミナーが終了して、すぐに同窓会を開催することです。最近のテーマは、ロータリーと共

同で開催する事業と、独自で開催する事業を分けていかなければいけない事です。

　私たちが最も大事にしている活動が、毎月 10名程度が集まり開催される理事会です。

　そもそもRYLA学友会は何をするとこでしょうか？自分を知る場所、自分の力を知らないと自分

たちが何者なのか ?が分からないのです。本当の信頼と友情はつくれないと考えています。私たち

はそのことを探求し続ける場として学友会をとらえています。

　与島での研修は非日常の生活ですが、終了して戻ると 3日もしないうちに元に戻ってしまう、そ

のことを忘れないために仕組みが必要と考えている事がベースの考えです。

　RYLA学友会は周りからは奉仕活動だとみられているようですが、自分たちは報恩だと思ってい

ます。我々学友会の奉仕とは何か？オリジナルの活動をしていかなくてはならない。

　RYLA学友会ならではの活動は、自分たちのRYLAがどうやって始まったのかを伝えている事や、

ローターアクトやインターアクトと繋がっていくことも考えながら活動しています。集大成として

与島で開催しているRYLAセミナーをインターアクトの方に受講してもらった事です。

　RYLA学友会でしか出来ないことは何なのかを考え、現在では 2つの事業を行っています。その

１つが、RYLAキャラバンで、RYLAセミナーで講師をしてくださった地元に行って、その地元の

人達と交流をする事です。もう一つは、学友キャラバンです。学友の中でいろんな活動している人

がいるので、その人達の現地に行って見て体験することです。ヨット体験やお酒造り等を体験して

きました。RYLAで出会った人達は普通ではつくれない事だと感じています。学友会が活動しなけ

れば、RYLAセミナーでやっている効果は、いつかは薄れて消えてしまうと思います。一人で維持

していくのは難しい、だからこそ、学友会が必要なのです。

第 3 分科会　学友目線での提案
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「学友会の未来について」

モデレーター：坂東　隆弘　（RID2680）

パ ネ ラ ー：古波津　大地（RID2580 学友）これから学友会をつくる地区

パ ネ ラ ー：田中　康太郎（RID2660 学友）チーム RYLA として RYLA を企画

パ ネ ラ ー：阪本　龍太郎（RID2680 学友）

坂東氏（RID2680）

RYLAというのは、RYLAはゴールではなくRYLAは始まりであり、RYLAをすることにより「気づき」

をどういうふうに人生に生かしていくか、それをサポートしていこうという考えで RYLA 学友会があ

る。RYLA の大きな目的は「受講生が内発的なリーダーシップをとれる」というふうになること。

　3人のパネラーを選択したのは、阪本氏は 2680 地区 RYLA学友会の会長になる人で、田中氏

は 2660 地区チームRYLAとして、田中氏自身がRYLAの卒業生でRYLAを計画実施している立

場です。古波津氏は2580地区沖縄で昨年第1回のRYLAが開催された時の受講生で、これから「学

友会をつくっていこう」という地区の代表です。

田中氏（RID2660 学友）

熊本でボランティアをしているときに熊本・大分地区のRYLAに参加したのが最初でした。その

後 JAPAN RYLA に行ってみて、細部の作り込みに甘さを感じました。当地区では順番にホスト

を持ち回り、委員会も最長 5年で開催していることで、作り込みが甘くなっていると感じ、RYLA

のブラッシュアップをしていかないといけないと感じました。

坂東氏（RID2680）

田中氏が JAPAN RYLA に行ったときの感想が非常に印象的で「人を変えるRYLAをしたい」の

言葉でした。今井静夫先生が一生懸命RYLAをした後に「受講生は変わりましたか？」と聞かれ、

私自身 3泊 4日何を？していたんだろう…受講生のために何が出来たんだろう。自分の役職だけ

を全うすることだけ考えていたんではないかと考えさせられました。「人を変えるRYLA」を継続

していく為の学友会、そして探求していく。

坂東氏（RID2680）

古波津氏は第一回の卒業生が学友会として参加して大変素晴らしい活躍をされました。今後は自

分達でどんな学友会をつくっていきたいですか？

古波津氏（RID2580 学友）

具体的にどのようなRYLAをというビジョンが持てていないような状況が、組織づくりや学びを

更に深めていく仕組みを学べる環境が出来ると、始めたい人が居てもどうやって始めればいいの
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かわからない時に役立つように感じます。

坂東氏（RID2680）

RYLA をやって成長した、変わった人達を手放してしまうのはもったいないと思います。そのた

めにも学友会の組織をつくっていってもらいたいと思います。そこで、学友会をつくる時にどう

やって勧誘するのですか？

阪本氏（RID2680 学友）

一番重要なのは「君たちは僕なんだ」「僕たちは君なんだ」の感覚は学友にしかないところです。

いくらロータリアンが学友会やってくれと言っても伝わらない。RYLAセミナーを受講した人が

新しい受講生に「一緒にやろう」と言わないと伝わらないと思います。学友目線が大事です。

質問者

受講生には全く関われないが下支えをするのは、具体的にどのような内容ですか ?

阪本氏（RID2680 学友）

写真を撮ったり、机や椅子を準備する際に言われる前に先に行動することです。
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			   リーダー		  　　書記・記録		  　　会場

３－ A		 坂東　隆弘（RID2680）	 坂口　忠久（佐賀 RC）	 5309 講義室

３－ B		 米山　徹太（RID2670）	 岸川　正人（佐賀 RC）	 5308 講義室

３－ C		 安行　英文（RID2680）	 小松　敏正（佐賀 RC）	 5308 講義室

討　　議

「学友会の有無と現状について」それぞれ発表をお願いします。

（RID2580）

昨年RYLAを立ち上げましたが、学友会についてはまだつくっておりません。これからどうやっ

ていくかを模索しています。

（RID2660　学友）

当地区は年 2回、2泊 3日の RYLAホスト制持ち回りで実施しています。

（RID2680）

学友会の立ち上げから携わっていますが、かなり大変だと感じました。

（RID2670）

5 年前から学友会として参加しています。私自身 30歳までローターアクトとして所属していまし

たが、卒業後はロータリーとは縁が切れておりましたが、再びロータリーと学友会を通じて縁を

つくることができました。

（RID2720）

当地区には学友会はありませんが、セミナーは毎年 1泊 2日で行っています。

（RID2530）

RYLAは今年で 6年目ですが、学友会はありませんが学友会の有効性については認識しています。

今後は学友会をつくるために行動しています。

（RID2740）

RYLAは 40年ほどセミナーを行っておりますが、クラブにお任せという形になっております。学

友会は現状ありませんが、今後は必要だと認識しております。

（RID2640）

当地区ではRYLAの歴史は古く 37回目を数えますが、学友会についてはRYLAオーガナイター
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という名前を作ったがなかなか進んでいない。

全員、学友会は要らない人はいなかったので、2680 地区 RYLA 立上におられた徳梅さんより、

立上げるためにはまずRYLAの卒業生 6名を集めた。その後名簿を作り学友会をつくる案内を出

し、200 名ほど返答があった。学友会とロータリーとの付き合いの意識づけが薄く賛同を得られ

なかったように感じた。

質問

学友会とチームRYLAの違いはなんですか?学友会は同窓会であり、チームRYLAは学友会の
中から一握りの人たちが後輩たちを手伝ってくれることの違いですか?それとも学友会全部が
チームRYLAですか?

回答

ほとんど同じです。

質問

RYLA運営費について教えてください。
回答

地区から戴いている、チームRYLAに直接渡される。財団から頂いている。セミナー時に会費を

頂いて運営費にしている。学友会をつくるために定款を作ったほうがいい。

質問

学友会のネットワークはあるのか?
回答

学友会どうしのネットワークづくりが必要であるため、これから構築を目指している。

RYLA からローターアクトをつくったクラブもあり、RYLA に行った子どもたちも「やりたい」

と声もあった。他のローターアクトが大変だったところに手伝いに 2回も行って例会に参加して

いる。

質問

予算について、2680地区RYLAのセミナーは参加費5万円の予算ですが足りますか?
回答

すべては賄えてない。報告書にお金がかかる。ほとんど余島の宿泊料金 3泊 4日でなくなってし

まう。講師費用等は地区のRYLA予算で賄っている。
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討　　議

「RYLA学友会の必要性と今後について」
RYLA学友会があるところは1地区で、それ以外はこれからつくることを考えている。RYLA学
友会自体あったほうがいいのということで思われることがありますか?

　

（RID2580）

RYLA 学友会を卒業生に手伝ってもらうことで、お手伝いRYLAという形で来てもらって、その

方がいい動きをしてくださって受講生のためにもなった。また、私たちロータリアンも活動しや

すかった。RYLAという一つのイベントを仕上げるときの学友会の存在は大きかった。

（RID2730）

1979 年に始まった時と同じで、その時のRYLAに参加しました。その時は、鹿児島、宮崎、熊本、

大分のローターアクトと一般青年男女の半分で、その時の目的は「一般青年男女にローターアク

トのしていること、研修を通じてリーダーへのなり方を学ばせる」で行われていた。その後 1985

年以降は地区が分かれて、開催されているが、鹿児島と宮崎で温度差があって、宮崎 100名以内、

鹿児島 200名以上でした。今では 3泊 4日で台湾のRYLAに参加してきました。

現在RYLAがあるのは 34地区、無いのが 29地区である。財団の学友会は地区合同で開催されて

いる。

討　　議

「学友会の未来について」

質問

地区からは学友については進めてほしいといわれているがきっかけがない。始めるにあたっては
推薦者があったのか?

回答 1

RYLAセミナーが終了して、「理事役員に任命します」と、案内が届いた。学友が一緒にやってほ

しいという呼びかけをすることが重要であり、カウンセラーが土壌づくりをすることが如何に重

要であるか。また授業のマネジメントをやっていて、どうやって、巻き込むか、必要な人間なん

だと伝えることが重要である。

回答 2

インターアクトとの関係や RYLA 学友会は RYLA 学友会のスタンスで僕たちはいたい。ロー

ターアクトとの関係というのを考えるのはロータリアンの方々が自由に考えてほしい。学友会は、

RYLAは RYLAと思っています。インターアクトの人たちは学校で活動する。インターアクトの
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人たちがRYLAを受けてもほとんどがインターアクトで活動してしまうので、RYLAの人たちは

RYLAは RYLAと思ってしまう。　

質問

青少年の子どもをどこからどういうふうに募っているのか。
回答

ロータリアンの会社従業員や、RYLAのセミナーを受けた人たちが学友会になっていく。ロータ

リアンの一本釣りや、父親や会社がロータリーとつながっている人たちが大半です。

質問

各地に青年会議所が存在しますが、その人たちの中からロータリーに狙い撃ちにする時点で、学

友会がどういうスタンスにおられるのか将来ロータリアンになる意思があるのか、全く考えてい

ないのかその所はどうなんでしょうか ?

回答

学友会からロータリーになったクラブもあるので、今後は増えるかもしれない。
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	 ★欄グループリーダー　　〇欄サブリーダー

3-A　会場：5309 講義室 3-B　会場：5308 講義室 3-C　会場：5308 講義室

★
RID2680 社会奉仕委員会副委員長 RID2670 地区 RYLA 副委員長 RID2680 ガバナ―補佐

坂東　隆弘 米山　徹太 安行　英文

〇
RID2580 ガバナー補佐 RID2580 地区青少年奉仕委員長 RID2680 RYLA 小委員会委員

嶋村　文男 平井 憲太郎 土田　光一

3
RID2530 RYLA 委員長 RID2580 RYLA 学友 RID2580 地区 RYLA 委員

菅野　拓司 古波津　大地 小林　康徳

4
RID2640 青少年・ライラ委員長 RID2580 RID2680 RI 理事

橋本　竜也 田名　　毅 三木　　明

5
RID2660 Team RYLA RID2730 学友会 RID2680 学友会　副会長

田中　康太郎 岩澤　浩二 阪本　龍太郎

6
RID2670 RYLA 学友会会長 RID2740 パストガバナー RID2680 RYLA 小委員会委員

大通　龍治 岩永　信昭 　前田　隆則

7
RID2720 ガバナーノミニー RID2740 地区副幹事 RID2700 RYLA・青少年育成副委員長

大森　克磨 松田　洋一 曽田　博一

8
RID2740 パストガバナー RID2740 幹　事 RID2720 OKREC 会長

高原　武彦 小城 RC 中島　信哉 早水　琢也

9
RID2740 地区幹事 RID2740 幹　事 RID2740 パストガバナー

大石　竜基 佐賀大和 RC 内田　早美 田口　　厚

10
RID2740 青少年委員長 RID2740 クラブ管理運営委員 RID2740
多久 RC 真崎　俊夫 佐賀西 RC 手塚　智司 多久 RC 古井　俊路

11
RID2760 RYLA 学友 RID2760 RYLA 学友 RID2740 クラブ管理運営委員

山下　惟人 大野　真以 佐賀西 RC 日野　和仁

12
RID2680 RYLA 小委員会委員 RID2800 次期地区幹事 RID2760 RYLA 学友

徳梅　明彦 羽生　吉弘 福井　悠平
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第 1 分科会報告

� 西方　洋昭（RID2510 RYLA 委員長）

　第１分科会では、まず「RID2740 の RYLA の変遷」と題しまして、野口清氏 (RID2740 パスト

ガバナー)より講演をして頂きました。次に、「各地のRYLAの現状と課題」についてパネルディスカッ

ションを行い、いろんなご意見を聞かして頂きました。その後、グループディスカッションを行い

ました。

　その中で「各地区のRYLAの現状と問題点」についてご意見を頂きました。

　2720 地区からは「足りない物づくしで、殆どみな足りません。参加者も減ってきている、予算も

足りない。メンバーも熱心な人と、そうでは無い人の格差が出てきている。」

　2740 地区からは「今まで参加者はメンバーの各企業から若手を出していました。これからは広く

一般の市民にも声をかけたいが、手立てが無くスムーズに行ってない。デメリットとしては、1年ご

とにクラブ持ち回りで行っている為、引き継ぎがうまくいってない。それをうまくやるためには学

友との連携が必要だと感じました。メリットとしては、地域の特色が出せるということでした。特

に余島のセミナーを参考にした方がいいと言う意見が多かった。」

　2800 地区山形からは「10数年 RYLAをやっていなかったが、セミナーに参加した子達が変わっ

たと聞いたのがきっかけでした。」

　継続にはRYLAのスペシャリストが必要ですが、その年のガバナーによっては進め方が違ってく

る。2510 地区でも同じような傾向にあり、ガバナーによってはRYLA委員会は必要ないと言う方

もおられます。

　2550 地区からは「各企業から毎年 1～ 2名参加させる事が通例となっている。」

　次に「RYLA参加者のイベント募集についてどのようにしていますか」については、どこも苦労

しているのは参加者の募集でした。特に為になるお話を聞けたのが、ライラリアンの部分で、2670

地区と 2680 地区では、合同でRYLA委員会の打合せをすることが多いと言うことでした。どこも

問題を掲げているのは同じ内容が多いと思います。解決するには、RYLAに参加した子達が、自分

たちでこんなにいい物だと仲間に広げてもらう事と、企画から全てライラリアンの意見を聞いて、

次に繋げていくことが大事なことだと感じたグループディスカッションでした。

58

全体会　分科会報告



第 2 分科会報告

� 黒田　建一（RID2680 危機管理委員長）

　第２分科会では「危機管理について」と題しまして、黒田建一（RID2680 危機管理委員長）より

講演をしました。次に危機管理についてグループディスカッションを行いました。まず、20項目の

問題点の中から 4項目程を選んで頂き、各グループでディスカッションを行って頂き、ペーパーに

箇条書きにまとめてもらいました。

　各グループからの報告では、危機管理は非常に大切だと言うことや、金銭的な問題をどう解決す

るか等ありました。また、保険の中身について把握出来てない。特に青少年活動に関する保険に対

して損害そのものがよく分からない事が多いので指導してほしい。

　危機管理も地区レベルではなく、クラブレベルの問題についても考えていかなくてはならない。

青少年交換だけの問題ではなく、ロータリー活動全てに危機管理の問題であり、クラブの危機管理

が必要ですが、クラブ単位で体制が整っている所は少ない。

　危機管理は問題は保険等だけではなく、情報関連や個人情報、写真一つにしても慎重にしていか

なくてはならない。
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第 3 分科会報告

� 坂東　隆弘（RID2680 社会奉仕委員会副委員長）

　第3分科会では、「RYLA学友会の必要性と今後について」と題しまして、阪本龍太郎さん（RID2680

学友会 次期会長）に講演をして頂きました。実際にRYLA学友会をどうやっているのか、RYLAと

常に関わる、RYLAから離れないということの発表がありました。

　その後、「学友会の未来について」パネルディスカッションを行いました。この分科会では、学友

会をもたない所にいかに学友会をもってもらえるかについて議論しました。学友会をもってもらう

ためにはいろいろな方法がありますが、学友会が必要なんだということを分かってもらうことが目

的で話を進めました。RYLAはインターアクト・ローターアクト・青少年交換・米山・財団、それ

らの共通語になりうるプログラムです。

　3つのグループに分かれグループディスカッションを行いました。Aグループは坂東隆弘をリー

ダーに、Bグループは米山徹太さんをリーダーに、Cグループは安行英文さんをリーダーに話をし

ていきました。どのグループも活発に意見が出ましたが、どちらかというと質問が多かったようです。

「学友会の無いところがどうやったら出来るのか」「考えられるのも問題点」についてディスカッショ

ンされ、学友会を設置しているところが、それについて答えるという形でありました。全体的に学

友会について前向きに考えて頂いて、学友会の必要性を感じて頂いたのではないでしょうか。

　また、お金の問題やルールの問題、一緒に作るとなるとロータリーが最初作るよりは、それぞれ

学友RYLAと相談をして作るというのが良い。それにはRYLA学友会の定款と目的をはっきりさせ

る事によってお互い認識できることが重要。2680 地区は RI の認証受けた学友会で定款があります

ので、それを参考にして頂いて、学友と話し合いながら作って頂ければと思います。
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総　　　　　評

� 三木　明（大会相談役　RI 理事）

　皆さん長時間お疲れ様でした。総評と言うよりも皆様方に感謝の言葉を述べさせて頂きます。まず、

2740 地区の千葉ガバナー、大英断でこの研究会を引き受け下さいまして、本当にありがとうござい

ました。おかげで素晴らしい研究会ができまして、だいたい 100名位の参加者ですが、今回は 150

名、今まで神戸でやってきたのは何だったんだろうかと、反省の気持ちを込めまして感謝申し上げ

ます。本当に素晴らしい情報提供の場で有り意見交換の場であります。齋藤元理事は、もう御年私

より大分上ですが心は青年でして、青少年の活動に大変造詣の深い方で米山の理事長でもいらっしゃ

います。カザフスタンに学友会をつくるんだと素晴らしい情熱を燃やされ、今回このRYLAに対し

ても大変ご理解がありまして、大会委員長を引き受けてくださったことで研究会が成功したと思っ

ております。佐賀ロータリークラブの皆様方本当にありがとうございました。やはり名門クラブの

底力を実感しました。各地区でいろんなRYLAのやり方がございますが、それはそれで大いに結構

でございますし、分かって頂くスタッフの皆様方の考えと、根底にはロータリーの青少年奉仕活動

の一つなんだということを忘れないで頂きたいと思います。クラブの持ち回りという問題もありま

すが、そのアイデンティティをしっかりと引き継いで行かなければ単なるイベントになってしまい

ますので、それをしっかりと心の奥にとどめて頂きたいと考えております。危機管理の問題もしか

りであります。危機管理をしっかりと身につけなければいけないなということを少しでもその一歩

を進めて頂き難しいことは後で考えれば、危機管理は大変重要なことなんだなと、いうことを心の

奥底にとどめておいて頂きたい。ハラスメントだということではなく、災害が起きたり事故が起き

たり、今回のコロナみたいなパンデミック、そういうことも危機管理の一つの要件になりますので、

いろんな所に目配り気配りをして頂いて、若い人にどんな思いかを分かってもらい、そして皆さん

がご自身を守って頂きたいとこのように思います。

　学友会、これは大変大事なことでありまして、RYLAは開催期間が何年もあるわけじゃありませ

んで単発であります。しかしその中で学友達がライラリアンがどのように育っていったか、そして

若い世代、もっと若い世代、あるいは仲間へ広めていって頂きたい。一緒に考えてくれるか、そう

いうことを考えるときには、はやり学友会の力が大変大きいと思います。

　最後になりますが、この素晴らしい場所・環境を提供してくださった、学長の福元パストガバナー

にも心から感謝申し上げます。本当にありがとうございました。
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第2510地区 2名 第2710地区 3名
第2530地区 2名 第2720地区 15名
第2550地区 2名 第2730地区 3名
第2580地区 7名 第2740地区 58名
第2590地区 1名 第2750地区 1名
第2630地区 1名 第2760地区   9 名
第2640地区 5名 第2780地区 2名
第2650地区 1名 第2800地区   3 名
第2660地区 6名 第2830地区 3名
第2670地区   9 名 RIJYEM事務局      3 名
第 2680地区 11名 ロータリーの友 1名
第2700地区 2名

合　　計 150名
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研究会役職 地　区 氏　名 所属クラブ 役職／役歴
大会委員長 2760 齋藤　直美 豊 　 田 元RI 理事 , 米山記念奨学理事長
大会副委員長 2800 石黒　慶一 鶴 岡 西 前RI 理事
大会相談役 2680 三木　　明 姫 　 路 RI 理事
実行委員長 2740 千葉　憲哉 諫 早 北 RID2740　2019-20年度ガバナー
実行副委員長 2740 野口　　清 佐 　 賀 RID2740　パストガバナー
特別顧問 2740 福元　裕二 佐 賀 北 RID2740　パストガバナー
特別顧問 2740 駒井　英基 佐 賀 南 RID2740　パストガバナー
特別顧問 2740 山口　宏二 長 　 崎 RID2740　RYLA委員長
特別顧問 2740 大石　竜基 諫 早 北 RID2740　地区幹事
特別顧問 2740 花島　光喜 鹿 　 島 RID2740　ガバナーエレクト
特別顧問 2740 塚﨑　　寛 長崎中央 RID2740　ガバナーノミニー
アドバイザー 2680 安平　和彦 姫 　 路 元RI 研修リーダー、RID2680PG
アドバイザー 2680 黒田　建一 西宮イブニング RID2680　危機管理委員長
アドバイザー 2790 津留  起夫 市 　 原 RIJYEM事務統括
アドバイザー 2680 安行　英文 三 　 田 ガバナー補佐
アドバイザー 2680 坂東　隆弘 柏 　 原 社会奉仕副委員長
アドバイザー 2740 山下　雄司 佐 　 賀 佐賀RC　会長
アドバイザー 2740 益田　裕司 佐 　 賀 佐賀RC　幹事
佐賀RC実行委員長 2740 大坪　恵介 佐 　 賀 佐賀RC　パスト会長
佐賀RC実行副委員長 2740 田島　広一 佐 　 賀 佐賀RC　会長エレクト
佐賀RC実行副委員長 2740 北川　弘樹 佐 　 賀 佐賀RC　次年度幹事　
佐賀RC実行副委員長 2740 吉原　崇己 佐 　 賀 佐賀RC　元幹事
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昼食会場
1F第2学生ホール

会場
２，３ＦＬ

64

第12回 全国RYLA研究会 会場図



　全国RYLA研究会の開催に当たり、限られた時間内で有効な情報交換と分科会での有意義な議論
を深めるために、基礎資料として各地区RYLAセミナーの昨年度（近々）の実施内容についてお伺
いしました。ご協力ありがとうございました。

RYLA セミナー実施調査表　　RID2500

1 地  区 RI  第２５００地区      ガバナー⽒名 吉⽥ 潤司 

2 ⻘少年奉仕委員⻑名 前⽥ 秀幸 RYLA 委員⻑名 ⾓⽥ 進 

3 開 催 ⽇ 時 2019 年 8 ⽉ 31 ⽇〜9 ⽉ 1 ⽇ 実施期間  １泊２⽇１回/年 

4 開 催 場 所 旭川トーヨーホテル 

5 第（39）回 ☒毎年 ☐隔年 ☐不定 セミナーテーマ 
北の⼤地で新たな時代から考える 

〜地域の活性化を考える〜 

6 参加受講⽣ 71 名 対象者年齢・資格 年齢 18 才〜30 才 ☐IA ☐RA ☐交換 ☒⼀般 

7 参加ロータリアン 57 名（内 staff30 名） その他 staff RYLA 学友   名 専属 s  名 

セセミミナナーー内内容容  RRYYLLAA セセミミナナーーににてて実実施施さされれてていいるるププロロググララムムにに☑☑しし、、係係るる設設問問ににごご記記⼊⼊くくだだささいい。。  

8 ☒開講式 出席者 ☒ガバナー ☐エレクト ☐ノミニー ☐⻘少年委員⻑ ☒RYLA 委員⻑  

9 セミナー形態 ☒班分けあり ☒常時同⼀班 ☐班変えあり ☒班単位活動 ☐班分けなし ☐他 

10 ☒講 義 講師１名 講義合計時間 １時間 ☐質疑応答あり ☒ディスカッションあり   

11 ☒ワークショップ ☐講師あり ☒班ごと ☐全体 実施時間３時間 発表 ☒有 ☐無 

12 ☒フォーラム ☐リーダーあり ☒班発表 ☐討議あり 実施時間１時間 ☐発表準備あり 

13 ☐レクレーション ☐全体 ☐班ごと ☐個⼈ ☐スポーツ ☐ゲーム ☐他 実施   時間 

14 
特特徴徴ああるるププロロググララムム  ☐ウエルカムパーティー ☐思索の時間 ☐カウンシルファイアー 

☐記念植樹 ☐その他 ☐（            ） ☐（             ） 

15 ☒閉講式 出席者 ☒ガバナー ☐エレクト ☐ノミニー ☐⻘少年委員⻑ ☒RYLA 委員⻑  

16 受講⽣⼀⼈当たり受講料 20,000 円/⼈ 報告書 ☒⽉信 ☒冊⼦ ☐DVD ☐CD ☐他 

17 ご意⾒・ご要望 
 
 

2500 
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RYLAセミナー実施調査表



RYLA セミナー実施調査表　　RID2520　別途実施要項有

1 地  区 RI  2520  地区 ガバナー⽒名 鈴⽊ 賢 

2 ⻘少年奉仕委員⻑名 鈴⽊ 俊⼀ RYLA 委員⻑名 ⾨⾺ 光⼀ 

3 開 催 ⽇ 時 2019/10/26〜27 実施期間  1 泊 2 ⽇ 1 回/年 

4 開 催 場 所 岩⼿県⽴県南⻘少年の家 

5 第（   ）回 ☒毎年 ☐隔年 ☐不定 セミナーテーマ  

6 参加受講⽣ 30 名 対象者年齢・資格 年齢 15 才〜 30 才 ☒IA ☒RA ☒交換 ☒⼀般 

7 参加ロータリアン 20 名（内 staff 10 名） その他 staff RYLA 学友   名 専属 s  名 

セセミミナナーー内内容容  RRYYLLAA セセミミナナーーににてて実実施施さされれてていいるるププロロググララムムにに☑☑しし、、係係るる設設問問ににごご記記⼊⼊くくだだささいい。。  

8 ☒開講式 出席 ☐ガバナー ☒エレクト ☒ノミニー ☒⻘少年委員⻑ ☒RYLA 委員⻑  

9 セミナー形態 ☒班分けあり ☐常時同⼀班 ☐班変えあり ☐班単位活動 ☐班分けなし ☐他 

10 ☒講 義 講師 2 名 講義合計時間  2 時間 ☐質疑応答あり ☐ディスカッションあり   

11 ☒ワークショップ ☒講師あり ☒班ごと ☒全体 実施時間 2 時間 発表 ☒有 ☐無 

12 ☐フォーラム ☐リーダーあり ☐班発表 ☐討議あり 実施時間  時間 ☐発表準備あり 

13 ☒レクレーション ☒全体 ☐班ごと ☐個⼈ ☐スポーツ ☒ゲーム ☐他 実施 1 時間 

14 
特特徴徴ああるるププロロググララムム  ☐ウエルカムパーティー ☐思索の時間 ☐カウンシルファイアー 

☐記念植樹 ☐その他 ☐（            ） ☐（             ） 

15 ☒閉講式 出席者 ☒ガバナー ☐エレクト ☒ノミニー ☒⻘少年委員⻑ ☐RYLA 委員⻑  

16 受講⽣⼀⼈当たり受講料        円/⼈ 報告書 ☒⽉信 ☒冊⼦ ☐DVD ☐CD ☐他 

17 ご意⾒・ご要望 
 
 

2520 
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RYLAセミナー実施調査表



RYLA セミナー実施調査表　　RID2530　別途報告書有

1 地  区 RI  2530      地区 ガバナー⽒名 平井 義郎 

2 ⻘少年奉仕委員⻑名 �� �樹 RYLA 委員⻑名 ⼭⽥ 稔 

3 開 催 ⽇ 時 2019 年 3 ⽉ 2 ⽇〜3 ⽇ 実施期間 1 泊  2 ⽇  1 回/年 

4 開 催 場 所 磐梯熱海 ホテル華の湯 

5 第（39）回 ☒毎年 ☐隔年 ☐不定 セミナーテーマ ⾃分にとってのリーダーシップとは 

6 参加受講⽣ 52 名 対象者年齢・資格 年齢 18 才〜 40 才 ☐IA ☒RA ☒交換 ☒⼀般 

7 参加ロータリアン 46 名（内 staff 9 名） その他 staff RYLA 学友 0 名 専属 s 2 名 

セセミミナナーー内内容容  RRYYLLAA セセミミナナーーににてて実実施施さされれてていいるるププロロググララムムにに☑☑しし、、係係るる設設問問ににごご記記⼊⼊くくだだささいい。。  

8 ☒開講式 出席者 ☒ガバナー ☒エレクト ☒ノミニー ☒⻘少年委員⻑ ☒RYLA 委員⻑  

9 セミナー形態 ☒班分けあり ☒常時同⼀班 ☐班変えあり ☐班単位活動 ☐班分けなし ☐他 

10 ☒講 義 講師  4 名 講義合計時間  4 時間 ☐質疑応答あり ☒ディスカッションあり   

11 ☐ワークショップ ☐講師あり ☐班ごと ☐全体 実施時間   時間 発表 ☐有 ☐無 

12 ☒フォーラム ☐リーダーあり ☒班発表 ☐討議あり 実施時間 1 時間 ☒発表準備あり 

13 ☐レクレーション ☐全体 ☐班ごと ☐個⼈ ☐スポーツ ☒ゲーム ☐他 実施  1 時間 

14 
特特徴徴ああるるププロロググララムム  ☐ウエルカムパーティー ☐思索の時間 ☐カウンシルファイアー 

☐記念植樹 ☐その他 ☐（            ） ☐（             ） 

15 ☒閉講式 出席者 ☐ガバナー ☐エレクト ☒ノミニー ☒⻘少年委員⻑ ☒RYLA 委員⻑  

16 受講⽣⼀⼈当たり受講料    16000 円/⼈ 報告書 ☐⽉信 ☒冊⼦ ☐DVD ☐CD ☐他 

17 ご意⾒・ご要望 
 
 

2530 
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RYLAセミナー実施調査表



RYLA セミナー実施調査表　　RID2550

1 地  区 RI2550 地区 ガバナー⽒名 川嶋幸雄 

2 ⻘少年奉仕委員⻑名 ⼆⼗⼆修 RYLA 委員⻑名 中野智之 

3 開 催 ⽇ 時 11/2,3,4 実施期間 2 泊   3 ⽇   1 回/年 

4 開 催 場 所 ニューサンピア栃⽊ 

5 第（ 43 ）回 ☑毎年 ☐隔年 ☐不定 セミナーテーマ 世界をつなぐ 

6 参加受講⽣ 31 名 対象者年齢・資格 年齢 18  才〜30 才 ☐IA ☑RA ☐交換 ☑⼀般 

7 参加ロータリアン 35 名（内 staff 7 名） その他 staff RYLA 学友   7 名 専属 s  名 

セセミミナナーー内内容容  RRYYLLAA セセミミナナーーににてて実実施施さされれてていいるるププロロググララムムにに☑☑しし、、係係るる設設問問ににごご記記入入くくだだささいい。。  

8 ☑開講式 出席者      ガバナー ☑エレクト ☐ノミニー ☑⻘少年委員⻑ ☑RYLA 委員⻑  

9 セミナー形態 ☐班分けあり ☐常時同⼀班 ☑班変えあり ☐班単位活動 ☐班分けなし ☐他 

10 ☑講 義 講師  5 名 講義合計時間  9 時間 ☑質疑応答あり ☑ディスカッションあり   

11 ☑ワークショップ ☐講師あり ☑班ごと ☐全体 実施時間  ６時間 発表 ☑有 ☐無 

12 ☐フォーラム ☐リーダーあり ☐班発表 ☐討議あり 実施時間  時間 ☐発表準備あり 

13 ☑レクレーション ☑全体 ☐班ごと ☐個⼈ ☑スポーツ ☐ゲーム ☐他 実施   2 時間 

14 
特特徴徴ああるるププロロググララムム  ☐ウエルカムパーティー ☐思索の時間 ☐カウンシルファイアー 

☐記念植樹 ☑その他 （ 模擬国連       ）      （             ） 

15 閉講式 出席者 ☒ガバナー ☐エレクト □ノミニー ☑⻘少年委員⻑ ☑RYLA 委員⻑  

16 受講⽣⼀⼈当たり受講料  25000 円/⼈ 報告書 ☐⽉信 ☑冊子 DVD ☐CD ☐他 

17 ご意⾒・ご要望 
 
 

2550 
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RYLAセミナー実施調査表



RYLA セミナー実施調査表　　RID2580

1 地  区 RI 2580 地区 ガバナー⽒名 新本 博司 

2 ⻘少年奉仕委員⻑名 平井 憲太郎 RYLA 委員⻑名 ⼩林 充 

3 開 催 ⽇ 時 2020 年 1 ⽉ 17 ⽇〜19 ⽇ 実施期間  2 泊 3 ⽇ 1 回/年 

4 開 催 場 所 ネイチャーみらい館（沖縄県国頭郡⾦武町） 

5 第（2）回 ☒毎年 ☐隔年 ☐不定 セミナーテーマ ⼼にふれあう〜⾃⽴ 

6 参加受講⽣ 29 名 対象者年齢・資格 年齢 20 才〜32 才 ☐IA ☒RA ☐交換 ☒⼀般 

7 参加ロータリアン 37 名（内 staff12 名） その他 staff RYLA 学友 5 名 専属 s  名 

セセミミナナーー内内容容  RRYYLLAA セセミミナナーーににてて実実施施さされれてていいるるププロロググララムムにに☑☑しし、、係係るる設設問問ににごご記記入入くくだだささいい。。  

8 ☒開講式 出席者 ☒ガバナー ☐エレクト ☐ノミニー ☒⻘少年委員⻑ ☒RYLA 委員⻑  

9 セミナー形態 ☒班分けあり ☐常時同⼀班 ☐班変えあり ☐班単位活動 ☐班分けなし ☐他 

10 ☒講 義 講師 4 名 講義合計時間 6 時間 ☒質疑応答あり ☒ディスカッションあり   

11 ☐ワークショップ ☐講師あり ☐班ごと ☐全体 実施時間   時間 発表 ☐有 ☐無 

12 ☒フォーラム ☒リーダーあり ☒班発表 ☒討議あり 実施時間 7.5 時間 ☒発表準備あり 

13 ☒レクレーション ☐全体 ☒班ごと ☐個⼈ ☒スポーツ ☒ゲーム ☒他 実施 1.25 時間 

14 
特特徴徴ああるるププロロググララムム  ☒ウエルカムパーティー ☒思索の時間 ☐カウンシルファイアー 

☐記念植樹 ☒その他 ☒（6 ヶ⽉後位ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ研修） ☐（             ） 

15 ☒閉講式 出席者 ☒ガバナー ☐エレクト ☐ノミニー ☒⻘少年委員⻑ ☒RYLA 委員⻑  

16 受講⽣⼀⼈当たり受講料 
在京：40,000 円/⼈ 
沖縄：20,000 円/⼈ 

報告書 ☐⽉信 ☒冊⼦ ☒DVD ☐CD ☐他 

17 ご意⾒・ご要望 
 
 

2580 
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RYLAセミナー実施調査表



RYLA セミナー実施調査表　　RID2590　別途報告書有

1 地  区 RI 2590 地区 ガバナー⽒名  ⾦⼦  ⼤ 

2 ⻘少年奉仕委員⻑名 ⽔⾕  透 RYLA 委員⻑名 安藤 ⻯⼀ 

3 開 催 ⽇ 時 2019 年 2 ⽉ 9 ⽇〜10 ⽇ 実施期間 1 泊 2 ⽇  1 回/年 

4 開 催 場 所 横浜市野島⻘少年研修センター 

5 第（ 1 ）回 ☒毎年 ☐隔年 ☐不定 セミナーテーマ ⾃由を得るために挑戦しよう 

6 参加受講⽣ 48 名 対象者年齢・資格 年齢 18 才〜30 才 ☐IA ☒RA ☐交換 ☒⼀般 

7 参加ロータリアン 46 名（内 staff8 名） その他 staff RYLA 学友   名 専属 s  名 

セセミミナナーー内内容容  RRYYLLAA セセミミナナーーににてて実実施施さされれてていいるるププロロググララムムにに☑☑しし、、係係るる設設問問ににごご記記入入くくだだささいい。。  

8 ☒開講式 出席者 ☒ガバナー ☐エレクト ☐ノミニー ☐⻘少年委員⻑ ☐RYLA 委員⻑  

9 セミナー形態 ☒班分けあり ☐常時同⼀班 ☐班変えあり ☐班単位活動 ☐班分けなし ☐他 

10 ☐講 義 講師   名 講義合計時間   時間 ☐質疑応答あり ☐ディスカッションあり   

11 ☐ワークショップ ☐講師あり ☐班ごと ☐全体 実施時間   時間 発表 ☐有 ☐無 

12 ☐フォーラム ☐リーダーあり ☐班発表 ☐討議あり 実施時間  時間 ☐発表準備あり 

13 ☐レクレーション ☐全体 ☐班ごと ☐個⼈ ☐スポーツ ☐ゲーム ☐他 実施   時間 

14 
特特徴徴ああるるププロロググララムム  ☐ウエルカムパーティー ☐思索の時間 ☐カウンシルファイアー 

☐記念植樹 ☐その他 ☐（            ） ☐（             ） 

15 ☒閉講式 出席者 ☐ガバナー ☐エレクト ☐ノミニー ☐⻘少年委員⻑ ☐RYLA 委員⻑  

16 受講⽣⼀⼈当たり受講料        円/⼈ 報告書 ☐⽉信 ☐冊⼦ ☐DVD ☐CD ☐他 

17 ご意⾒・ご要望 
 
 

2590 
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RYLAセミナー実施調査表



RYLA セミナー実施調査表　　RID2600

1 地  区 RI  2600 地区 ガバナー⽒名 古川 静男 

2 ⻘少年奉仕委員⻑名 桑澤 ⼀郎 RYLA 委員⻑名 ⽩川 弘⽂ 

3 開 催 ⽇ 時 2019 年 9 ⽉ 28 ⽇〜29 ⽇ 実施期間 １泊  2 ⽇   1 回/年 

4 開 催 場 所 ⻑野市県町 576 ホテル国際 21 

5 第（31）回 ☒毎年 ☐隔年 ☐不定 セミナーテーマ 不可能を可能に変える！ 

6 参加受講⽣ 58 名 対象者年齢・資格 年齢  才〜  才 ☒IA ☒RA ☐交換 ☒⼀般 

7 参加ロータリアン 90 名（内 staf30 名） その他 staff RYLA 学友   名 専属 s  名 

セセミミナナーー内内容容  RRYYLLAA セセミミナナーーににてて実実施施さされれてていいるるププロロググララムムにに☑☑しし、、係係るる設設問問ににごご記記入入くくだだささいい。。  

8 ☒開講式 出席者 ☐ガバナー ☒エレクト ☒ノミニー ☒⻘少年委員⻑ ☒RYLA 委員⻑  

9 セミナー形態 ☒班分けあり ☐常時同⼀班 ☐班変えあり ☐班単位活動 ☐班分けなし ☐他 

10 ☒講 義 講師 １名 講義合計時間  6 時間 ☒質疑応答あり ☒ディスカッションあり   

11 ☒ワークショップ ☒講師あり ☒班ごと ☐全体 実施時間  3 時間 発表 ☒有 ☐無 

12 ☒フォーラム ☒リーダーあり ☒班発表 ☒討議あり 実施時間 2 時間 ☒発表準備あり 

13 ☐レクレーション ☐全体 ☐班ごと ☐個⼈ ☐スポーツ ☐ゲーム ☐他 実施   時間 

14 
特特徴徴ああるるププロロググララムム  ☒ウエルカムパーティー ☐思索の時間 ☐カウンシルファイアー 

☐記念植樹 ☐その他 ☐（            ） ☐（             ） 

15 ☒閉講式 出席者 ☒ガバナー ☒エレクト ☒ノミニー ☒⻘少年委員⻑ ☒RYLA 委員⻑  

16 受講⽣⼀⼈当たり受講料       0 円/⼈ 報告書 ☒⽉信 ☒冊⼦ ☐DVD ☐CD ☐他 

17 ご意⾒・ご要望 
 
 

2600 
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RYLAセミナー実施調査表



RYLA セミナー実施調査表　　RID2620

1 地  区 RI ２６２０     地区 ガバナー⽒名 安間みち⼦ 

2 ⻘少年奉仕委員⻑名 ⼩澤邦⽐呂 RYLA 委員⻑名  

3 開 催 ⽇ 時 年 ⽉ ⽇〜 ⽇ 実施期間  泊   ⽇   回/年 

4 開 催 場 所  

5 第（   ）回 ☐毎年 ☐隔年 ☐不定 セミナーテーマ  

6 参加受講⽣  名 対象者年齢・資格 年齢  才〜  才 ☐IA ☐RA ☐交換 ☐⼀般 

7 参加ロータリアン 名（内 staff 名） その他 staff RYLA 学友   名 専属 s  名 

セセミミナナーー内内容容  RRYYLLAA セセミミナナーーににてて実実施施さされれてていいるるププロロググララムムにに☑☑しし、、係係るる設設問問ににごご記記入入くくだだささいい。。  

8 ☐開講式 出席者 ☐ガバナー ☐エレクト ☐ノミニー ☐⻘少年委員⻑ ☐RYLA 委員⻑  

9 セミナー形態 ☐班分けあり ☐常時同⼀班 ☐班変えあり ☐班単位活動 ☐班分けなし ☐他 

10 ☐講 義 講師   名 講義合計時間   時間 ☐質疑応答あり ☐ディスカッションあり   

11 ☐ワークショップ ☐講師あり ☐班ごと ☐全体 実施時間   時間 発表 ☐有 ☐無 

12 ☐フォーラム ☐リーダーあり ☐班発表 ☐討議あり 実施時間  時間 ☐発表準備あり 

13 ☐レクレーション ☐全体 ☐班ごと ☐個⼈ ☐スポーツ ☐ゲーム ☐他 実施   時間 

14 
特特徴徴ああるるププロロググララムム  ☐ウエルカムパーティー ☐思索の時間 ☐カウンシルファイアー 

☐記念植樹 ☐その他 ☐（            ） ☐（             ） 

15 ☐閉講式 出席者 ☒ガバナー ☐エレクト ☒ノミニー ☐⻘少年委員⻑ ☐RYLA 委員⻑  

16 受講⽣⼀⼈当たり受講料        円/⼈ 報告書 ☐⽉信 ☐冊⼦ ☐DVD ☐CD ☐他 

17 ご意⾒・ご要望 当当地地区区でではは現現在在、、RRYYLLAA セセミミナナーーをを実実施施ししてておおりりまませせんん。。  
 

2620 
 
 
 
 
 
 
 

72

RYLAセミナー実施調査表



RYLA セミナー実施調査表　　RID2640

1 地  区 RI2640       地区 ガバナー⽒名 樫畑直尚（セミナー実施時） 

2 ⻘少年奉仕委員⻑名 ⻘少年特別幹事丸⼭信仁 RYLA 委員⻑名 橋本⻯也 

3 開 催 ⽇ 時 2019 年 5 ⽉ 3 ⽇〜5 ⽇ 実施期間  2 泊  3 ⽇  2 回/年 

4 開 催 場 所 和歌⼭県和歌⼭市加太 ⻘少年国際交流センター 

5 第（37）回 ☒毎年 ☐隔年 ☐不定 セミナーテーマ ⾷育、命の⼤切さ 

6 参加受講⽣ 42 名 対象者年齢・資格 年齢 14 才〜  34 才 ☒IA ☒RA ☒交換 ☒⼀般 

7 参加ロータリアン 43 名（内 staff 9 名） その他 staff RYLA 学友   名 専属 s  名 

セセミミナナーー内内容容  RRYYLLAA セセミミナナーーににてて実実施施さされれてていいるるププロロググララムムにに☑☑しし、、係係るる設設問問ににごご記記入入くくだだささいい。。  

8 ☒開講式 出席者 ☒ガバナー ☒エレクト ☒ノミニー ☒⻘少年委員⻑ ☒RYLA 委員⻑  

9 セミナー形態 ☒班分けあり ☐常時同⼀班 ☐班変えあり ☒班単位活動 ☐班分けなし ☒他 

10 ☒講 義 講師  7 名 講義合計時間  7 時間 ☒質疑応答あり ☒ディスカッションあり   

11 ☐ワークショップ ☐講師あり ☐班ごと ☐全体 実施時間   時間 発表 ☐有 ☐無 

12 ☒フォーラム ☒リーダーあり ☒班発表 ☒討議あり 実施時間 2 時間 ☒発表準備あり 

13 ☒レクレーション ☒全体 ☒班ごと ☐個⼈ ☐スポーツ ☒ゲーム ☐他 実施  3 時間 

14 
特特徴徴ああるるププロロググララムム  ☒ウエルカムパーティー ☐思索の時間 ☐カウンシルファイアー 

☐記念植樹 ☒その他 ☒（年齢層別 2 クラス講義 ） ☒（ロータリー創世記時の勉強会 ） 

15 ☒閉講式 出席者 ☐ガバナー ☒エレクト ☒ノミニー ☒⻘少年委員⻑ ☒RYLA 委員⻑  

16 受講⽣⼀⼈当たり受講料    15000 円/⼈ 報告書 ☐⽉信 ☒冊⼦ ☒DVD ☐CD ☐他 

17 ご意⾒・ご要望 
 
 

2640 
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RYLAセミナー実施調査表



RYLA セミナー実施調査表　　RID2650

1 地  区 RI  2650 地区 ガバナー⽒名 佐⽵ ⼒總 

2 ⻘少年奉仕委員⻑名 ⽯原 久歳 RYLA 委員⻑名 ⽯原 久歳 

3 開 催 ⽇ 時 2019 年 5 ⽉ 17 ⽇〜19 ⽇ 実施期間  2 泊 3 ⽇ 1 回/年 

4 開 催 場 所 滋賀県 休暇村近江⼋幡 他 

5 第（39）回 ☒毎年 ☐隔年 ☐不定 セミナーテーマ 学び。 そして創造 

6 参加受講⽣ 86 名 対象者年齢・資格 年齢 20 才〜 30 才 ☐IA ☒RA ☐交換 ☒⼀般 

7 参加ロータリアン 61 名（内 staff 14 名） その他 staff RYLA 学友 3 名 専属 s 15 名 

セセミミナナーー内内容容  RRYYLLAA セセミミナナーーににてて実実施施さされれてていいるるププロロググララムムにに☑☑しし、、係係るる設設問問ににごご記記入入くくだだささいい。。  

8 ☒開講式 出席者 ☐ガバナー ☐エレクト ☐ノミニー ☒⻘少年委員⻑ ☐RYLA 委員⻑  

9 セミナー形態 ☒班分けあり ☒常時同⼀班 ☐班変えあり ☒班単位活動 ☐班分けなし ☐他 

10 ☒講 義 講師 4 名 講義合計時間 5.5 時間 ☒質疑応答あり ☒ディスカッションあり   

11 ☒ワークショップ ☒講師あり ☒班ごと ☐全体 実施時間 5.5 時間 発表 ☒有 ☐無 

12 ☒フォーラム ☒リーダーあり ☒班発表 ☐討議あり 実施時間 2 時間 ☒発表準備あり 

13 ☒レクレーション ☐全体 ☒班ごと ☐個⼈ ☐スポーツ ☐ゲーム ☐他 実施 5 時間 

14 
特特徴徴ああるるププロロググララムム  ☒ウエルカムパーティー ☐思索の時間 ☐カウンシルファイアー 

☐記念植樹 ☐その他 ☒（エクスカーションとして、地域散策） ☐（          ） 

15 ☒閉講式 出席者 ☒ガバナー ☐エレクト ☐ノミニー ☒⻘少年委員⻑ ☒RYLA 委員⻑  

16 受講⽣⼀⼈当たり受講料   40,000 円/⼈ 報告書 ☒⽉信 ☒冊⼦ ☐DVD ☐CD ☐他 

17 ご意⾒・ご要望 
 
 

2650 
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RYLAセミナー実施調査表



RYLA セミナー実施調査表　　RID2660

1 地  区 RI   2660   地区 ガバナー⽒名 四宮 孝郎 

2 ⻘少年奉仕委員⻑名  RYLA 委員⻑名 尾﨑 孝 

3 開 催 ⽇ 時 
2019 年 11 ⽉ 2 ⽇〜4 ⽇ 
2020 年 5 ⽉ 2 ⽇〜4 ⽇ 

実施期間 2 泊 3 ⽇  ２回/年 

4 開 催 場 所 秋：サントリー箕⾯スポーツセンター  春：⼤阪府⻘少年海洋センター 

5 第（   ）回 ☒毎年 ☒隔年 ☐不定 セミナーテーマ 秋：志  春：⼈⽣ 100 年時代 

6 参加受講⽣ 50 名×2 対象者年齢・資格 年齢 18 才〜30 才 ☐IA ☒RA ☒交換 ☒⼀般 

7 参加ロータリアン 352 名（内 staff50 名） その他 staff RYLA 学友 10 名 専属 s10 名 

セセミミナナーー内内容容  RRYYLLAA セセミミナナーーににてて実実施施さされれてていいるるププロロググララムムにに☑☑しし、、係係るる設設問問ににごご記記入入くくだだささいい。。  

8 ☐開講式 出席者 ☒ガバナー ☒エレクト ☐ノミニー ☐⻘少年委員⻑ ☒RYLA 委員⻑  

9 セミナー形態 ☒班分けあり ☒常時同⼀班 ☐班変えあり ☐班単位活動 ☐班分けなし ☐他 

10 ☒講 義 講師 複数名 講義合計時間   時間 ☒質疑応答あり ☒ディスカッションあり   

11 ☒ワークショップ ☒講師あり ☒班ごと ☒全体 実施時間   時間 発表 ☒有 ☐無 

12 ☐フォーラム ☐リーダーあり ☐班発表 ☐討議あり 実施時間  時間 ☐発表準備あり 

13 ☒レクレーション ☐全体 ☐班ごと ☐個⼈ ☒スポーツ ☒ゲーム ☐他 実施   時間 

14 
特特徴徴ああるるププロロググララムム  ☐ウエルカムパーティー ☐思索の時間 ☐カウンシルファイアー 

☐記念植樹 ☐その他 ☐（            ） ☐（             ） 

15 ☒閉講式 出席者 ☒ガバナー ☐エレクト ☒ノミニー ☐⻘少年委員⻑ ☐RYLA 委員⻑  

16 受講⽣⼀⼈当たり受講料 12,000 円/⼈ 報告書 ☐⽉信 ☐冊⼦ ☐DVD ☐CD ☐他 

17 ご意⾒・ご要望 
 
 

2660 
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RYLAセミナー実施調査表



RYLA セミナー実施調査表　　RID2680

1 地  区 RI   2680  地区 ガバナー⽒名 浅⽊ 幸雄 

2 ⻘少年奉仕委員⻑名  RYLA 委員⻑名 ⽥中 賢⼀ 

3 開 催 ⽇ 時 2019 年 5 ⽉ 23 ⽇〜26 ⽇ 実施期間 ３泊 ４⽇  １回/年 

4 開 催 場 所 ⾹川県⼩⾖島町  神⼾ YMCA 余島野外活動センター 

5 第（41）回 ☒毎年 ☐隔年 ☐不定 セミナーテーマ 道筋 

6 参加受講⽣ 49 名 対象者年齢・資格 年齢 20 才〜  才 ☐IA ☒RA ☒交換 ☒⼀般 

7 参加ロータリアン 71 名（内 staff 4 名） その他 staff RYLA 学友 10 名 専属 s  名 

セセミミナナーー内内容容  RRYYLLAA セセミミナナーーににてて実実施施さされれてていいるるププロロググララムムにに☑☑しし、、係係るる設設問問ににごご記記入入くくだだささいい。。  

8 ☒開講式 出席者 ☒ガバナー ☒エレクト ☐ノミニー ☒⻘少年委員⻑ ☒RYLA 委員⻑  

9 セミナー形態 ☒班分けあり ☐常時同⼀班 ☐班変えあり ☒班単位活動 ☐班分けなし ☐他 

10 ☒講 義 講師 3 名 講義合計時間 5.5 時間 ☒質疑応答あり ☒ディスカッションあり   

11 ☐ワークショップ ☐講師あり ☐班ごと ☐全体 実施時間   時間 発表 ☐有 ☐無 

12 ☒フォーラム ☒リーダーあり ☒班発表 ☒討議あり 実施時間 3.5 時間 ☐発表準備あり 

13 ☒レクレーション ☒全体 ☒班ごと ☐個⼈ ☐スポーツ ☒ゲーム ☐他 実施 2 時間 

14 
特特徴徴ああるるププロロググララムム  ☒ウエルカムパーティー ☒思索の時間 ☒カウンシルファイアー 

☐記念植樹 ☐その他 ☐（            ） ☐（             ） 

15 ☒閉講式 出席者 ☒ガバナー ☒エレクト ☒ノミニー ☐⻘少年委員⻑ ☐RYLA 委員⻑  

16 受講⽣⼀⼈当たり受講料 50,000 円/⼈ 報告書 ☐⽉信 ☒冊⼦ ☐DVD ☐CD ☐他 

17 ご意⾒・ご要望 
 
 

2680 
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RYLAセミナー実施調査表



RYLA セミナー実施調査表　　RID2710

1 地  区 RI 2710 地区 ガバナー⽒名 吉原 久司（2018-19 年度） 

2 ⻘少年奉仕委員⻑名 鍛治川 孝雄 
（2018-19 年度） RYLA 委員⻑名 浜⽥ 将典 

（2018-19 年度実⾏委員⻑） 
3 開 催 ⽇ 時 2019 年 5 ⽉ 18 ⽇〜19 ⽇ 実施期間 1 泊 2 ⽇   1 回/年 

4 開 催 場 所 下関市営国⺠宿舎海峡ビューしものせき 

5 第（22）回 ☐毎年 ☐隔年 ☒不定 セミナーテーマ 
維新 150 年 集え！！歴史の舞台へ 

〜志⼠たちの情熱を体感し、夢に向か
って⾏動しよう！〜 

6 参加受講⽣ 61 名 対象者年齢・資格 年齢 18 才〜 30 才 ☐IA ☒RA ☐交換 ☒⼀般 

7 参加ロータリアン 65 名（内 staff 15 名） その他 staff 事務局 1 名 

セセミミナナーー内内容容  RRYYLLAA セセミミナナーーににてて実実施施さされれてていいるるププロロググララムムにに☑☑しし、、係係るる設設問問ににごご記記入入くくだだささいい。。  

8 ☒開講式 出席者 ☒ガバナー ☐エレクト ☐ノミニー ☒⻘少年委員⻑ ☒RYLA 委員⻑  

9 セミナー形態 ☒班分けあり ☒常時同⼀班 ☐班変えあり ☒班単位活動 ☐班分けなし ☐他 

10 ☐講 義 講師   名 講義合計時間   時間 ☐質疑応答あり ☐ディスカッションあり   

11 ☐ワークショップ ☐講師あり ☐班ごと ☐全体 実施時間   時間 発表 ☐有 ☐無 

12 ☒フォーラム ☐リーダーあり ☒班発表 ☒討議あり 実施時間 40 分 ☒発表準備あり 

13 ☐レクレーション ☐全体 ☐班ごと ☐個⼈ ☐スポーツ ☐ゲーム ☐他 実施   時間 

14 
特特徴徴ああるるププロロググララムム  ☐ウエルカムパーティー ☐思索の時間 ☐カウンシルファイアー 

☐記念植樹 ☐その他 ☐（            ） ☐（             ） 

15 ☒閉講式 出席者 ☒ガバナー ☐エレクト ☐ノミニー ☒⻘少年委員⻑ ☒RYLA 委員⻑  

16 受講⽣⼀⼈当たり受講料   12,000 円/⼈ 報告書 ☒⽉信 ☐冊⼦ ☒DVD ☐CD ☐他 

17 ご意⾒・ご要望 
 
 

2710 
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RYLAセミナー実施調査表



RYLA セミナー実施調査表　　RID2720

1 地  区 RI   2720  地区 ガバナー⽒名 瀧 満 

2 ⻘少年奉仕委員⻑名 河野 誠男 RYLA 委員⻑名 粟津 正紀 

3 開 催 ⽇ 時 2019 年 9 ⽉ 14 ⽇〜15 ⽇ 実施期間   1 泊 2 ⽇  1 回/年 

4 開 催 場 所 熊本県阿蘇 YMCA 

5 第（ 6 ）回 ☒毎年 ☐隔年 ☐不定 セミナーテーマ 
⼼と⾔葉、感情の管理から学ぶ 

コミュニケーションの理論 

6 参加受講⽣ 19 名 対象者年齢・資格 年齢 18 才〜 30 才 ☐IA ☒RA ☒交換 ☒⼀般 

7 参加ロータリアン 15 名（内 staff 6 名） その他 staff RYLA 学友  4 名 専属 s  名 

セセミミナナーー内内容容  RRYYLLAA セセミミナナーーににてて実実施施さされれてていいるるププロロググララムムにに☑☑しし、、係係るる設設問問ににごご記記入入くくだだささいい。。  

8 ☒開講式 
出席
者 

☒ガバナー ☒エレクト ☐ノミニー ☒⻘少年委員⻑ ☒RYLA 委員⻑  

9 セミナー形態 ☒班分けあり ☒常時同⼀班 ☐班変えあり ☒班単位活動 ☐班分けなし ☐他 

10 ☒講 義 講師 1 名 講義合計時間  3 時間 ☒質疑応答あり ☒ディスカッションあり   

11 ☒ワークショップ ☐講師あり ☒班ごと ☐全体 実施時間 1 時間 発表 ☒有 ☐無 

12 ☐フォーラム ☐リーダーあり ☐班発表 ☐討議あり 実施時間  時間 ☐発表準備あり 

13 ☒レクレーション ☐全体 ☒班ごと ☐個⼈ ☒スポーツ ☒ゲーム ☐他 実施  1 時間 

14 
特特徴徴ああるるププロロググララムム  ☐ウエルカムパーティー ☐思索の時間 ☐カウンシルファイアー 

☐記念植樹 ☐その他 ☐（            ） ☐（             ） 

15 ☐閉講式 出席者 ☒ガバナー ☐エレクト ☒ノミニー ☐⻘少年委員⻑ ☐RYLA 委員⻑  

16 受講⽣⼀⼈当たり受講料 2,000 円/⼈ 報告書 ☐⽉信 ☒冊⼦ ☐DVD ☐CD ☐他 

17 ご意⾒・ご要望 
当地区では、RYLA の認知度が⾮常に低く、毎年受講⽣を集めるのに苦労して 
いる。他地区の PR ⽅法等を参考にさせて頂きたい。 
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RYLAセミナー実施調査表



RYLA セミナー実施調査表　　RID2740

1 地  区 RI        2740   地区 ガバナー⽒名 福⽥ ⾦治 

2 ⻘少年奉仕委員⻑名  RYLA 委員⻑名 ⼭⼝ 宏⼆ 

3 開 催 ⽇ 時 2019 年 4 ⽉ 20 ⽇〜2 ⽇ 実施期間  1 泊   2 ⽇   1 回/年 

4 開 催 場 所 主会場 雲仙 休暇村 

5 第（40）回 ☒毎年 ☐隔年 ☐不定 セミナーテーマ この RYLA が君を変える 

6 参加受講⽣ 150 名 対象者年齢・資格 年齢 16 才〜 29 才 ☒IA ☒RA ☐交換 ☒⼀般 

7 参加ロータリアン 延名（内 staff 名） その他 staff RYLA 学友   名 専属 s  名 

セセミミナナーー内内容容  RRYYLLAA セセミミナナーーににてて実実施施さされれてていいるるププロロググララムムにに☑☑しし、、係係るる設設問問ににごご記記入入くくだだささいい。。  

8 ☒開講式 出席者 ☒ガバナー ☐エレクト ☐ノミニー ☐⻘少年委員⻑ ☒RYLA 委員⻑  

9 セミナー形態 ☒班分けあり ☐常時同⼀班 ☐班変えあり ☒班単位活動 ☐班分けなし ☐他 

10 ☒講 義 講師  1 名 講義合計時間  1 時間 ☒質疑応答あり ☐ディスカッションあり   

11 ☐ワークショップ ☐講師あり ☒班ごと ☐全体 実施時間  2 時間 発表 ☒有 ☐無 

12 ☐フォーラム ☒リーダーあり ☒班発表 ☒討議あり 実施時間 1 時間 ☒発表準備あり 

13 ☐レクレーション ☒全体 ☐班ごと ☐個⼈ ☐スポーツ ☒ゲーム ☐他 実施  1 時間 

14 
特特徴徴ああるるププロロググララムム  ☐ウエルカムパーティー ☐思索の時間 ☐カウンシルファイアー 

☐記念植樹 ☐その他 ☐（            ） ☐（             ） 

15 ☒閉講式 出席者 ☐ガバナー ☒エレクト ☒ノミニー ☐⻘少年委員⻑ ☒RYLA 委員⻑  

16 受講⽣⼀⼈当たり受講料   2000 円/⼈ 報告書 ☒⽉信 ☐冊⼦ ☒DVD ☐CD ☐他 

17 ご意⾒・ご要望 
 
 

2740 
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RYLAセミナー実施調査表



RYLA セミナー実施調査表　　RID2760

1 地  区 RI 2760 地区 ガバナー⽒名 伊藤靖祐 

2 ⻘少年奉仕委員⻑名 岡⽥ 雅隆 RYLA 委員⻑名 ⾦⼭ 明史 

3 開 催 ⽇ 時 2018 年 11 ⽉ 23 ⽇〜25 ⽇ 実施期間  2 泊   3 ⽇   2 回/年 

4 開 催 場 所 愛知県豊⽥市内（豊⽥市福祉会館・豊⽥市⻘少年⾃然の家） 

5 第（ ２７）回 ☒毎年 ☐隔年 ☐不定 セミナーテーマ ⼼をつなごう-共⽣と思いやり- 

6 参加受講⽣ 120 名 対象者年齢・資格 年齢 15 才〜 30 才 ☒IA ☒RA ☒交換 ☒⼀般 

7 参加ロータリアン 50 名（内 staff10 名） その他 staff RYLA 学友 14 名 専属 s14 名 

セセミミナナーー内内容容  RRYYLLAA セセミミナナーーににてて実実施施さされれてていいるるププロロググララムムにに☑☑しし、、係係るる設設問問ににごご記記入入くくだだささいい。。  

8 ☒開講式 出席者 ☒ガバナー ☒エレクト ☐ノミニー ☒⻘少年委員⻑ ☒RYLA 委員⻑  

9 セミナー形態 ☒班分けあり ☐常時同⼀班 ☐班変えあり ☒班単位活動 ☐班分けなし ☐他 

10 ☒講 義 講師 5 名 講義合計時間 5 時間 ☒質疑応答あり ☒ディスカッションあり   

11 ☒ワークショップ ☐講師あり ☒班ごと ☐全体 実施時間 20 時間 発表 ☒有 ☐無 

12 ☒フォーラム ☐リーダーあり ☒班発表 ☐討議あり 実施時間 2 時間 ☒発表準備あり 

13 ☒レクレーション ☒全体 ☒班ごと ☐個⼈ ☐スポーツ ☒ゲーム ☒他 実施 4 時間 

14 
特特徴徴ああるるププロロググララムム  ☐ウエルカムパーティー ☐思索の時間 ☐カウンシルファイアー 

☐記念植樹 ☐その他 ☐（            ） ☐（             ） 

15 ☒閉講式 出席者 ☒ガバナー ☒エレクト ☐ノミニー ☒⻘少年委員⻑ ☒RYLA 委員⻑  

16 受講⽣⼀⼈当たり受講料     15,000 円/⼈ 報告書 ☐⽉信 ☒冊⼦ ☐DVD ☐CD ☐他 

17 ご意⾒・ご要望 
 
 

2760 
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RYLAセミナー実施調査表



RYLA セミナー実施調査表　　RID2790

1 地  区 RI  2790 地区 ガバナー⽒名 諸岡靖彦 

2 ⻘少年奉仕委員⻑名 中澤良夫 RYLA 委員⻑名 ⿊岩靖之 

3 開 催 ⽇ 時 2019 年 2 ⽉ 2 ⽇〜3 ⽇ 実施期間  1 泊   2 ⽇   1 回/年 

4 開 催 場 所 千葉県南房総市岩井海岸 

5 第（42）回 ☒毎年 ☐隔年 ☐不定 セミナーテーマ 「みんなのために進んで役に⽴とう」 

6 参加受講⽣ 57 名 対象者年齢・資格 年齢 14 才〜 30 才 ☒IA ☒RA ☒交換 ☒⼀般 

7 参加ロータリアン 46 名（内 staff 29 名） その他 staff RA 学友  9 名 専属 s 名 

セセミミナナーー内内容容  RRYYLLAA セセミミナナーーににてて実実施施さされれてていいるるププロロググララムムにに☑☑しし、、係係るる設設問問ににごご記記入入くくだだささいい。。  

8 ☒開講式 出席者 ☒ガバナー ☐エレクト ☐ノミニー ☒⻘少年委員⻑ ☒RYLA 委員⻑  

9 セミナー形態 ☒班分けあり ☐常時同⼀班 ☐班変えあり ☒班単位活動 ☐班分けなし ☐他 

10 ☐講 義 講師   名 講義合計時間   時間 ☐質疑応答あり ☐ディスカッションあり   

11 ☒ワークショップ ☒講師あり ☒班ごと ☐全体 実施時間  4 時間 発表 ☒有 ☐無 

12 ☐フォーラム ☐リーダーあり ☐班発表 ☐討議あり 実施時間  時間 ☐発表準備あり 

13 ☒レクレーション ☒全体 ☐班ごと ☐個⼈ ☐スポーツ ☒ゲーム ☐他 実施  1 時間 

14 
特特徴徴ああるるププロロググララムム  ☐ウエルカムパーティー ☐思索の時間 ☐カウンシルファイアー 

☐記念植樹 ☐その他 ☒（ 歩⾏ラリー ） ☐（             ） 

15 ☒閉講式 出席者 ☐ガバナー ☒エレクト ☒ノミニー ☒⻘少年委員⻑ ☒RYLA 委員⻑  

16 受講⽣⼀⼈当たり受講料     15,000 円/⼈ 報告書 ☒⽉信 ☐冊⼦ ☐DVD ☒CD ☐他 

17 ご意⾒・ご要望 
 
 

2790 
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RYLAセミナー実施調査表



RYLA セミナー実施調査表　　RID2800

1 地  区 RI ２８００ 地区 ガバナー⽒名 上林 直樹 

2 ⻘少年奉仕委員⻑名 遠藤 伸⼀ RYLA 委員⻑名 後藤 洋一 

3 開 催 ⽇ 時 2019 年 6 ⽉ 22 ⽇〜23 ⽇ 実施期間  １泊２⽇   １回/年 

4 開 催 場 所 山形県鶴岡市 湯殿山参籠所 

5 第（   ）回 ☐毎年 ☒隔年 ☐不定 セミナーテーマ 「挑戦」〜たった⼀歩で⼈⽣は変えられる〜 

6 参加受講⽣ 47 名 対象者年齢・資格 年齢１７才〜３０才 ☐IA ☐RA ☐交換 ☐⼀般 

7 参加ロータリアン 12 名（内 staff 9 名） その他 staff RYLA 学友 4 名 専属 s  名 

セセミミナナーー内内容容  RRYYLLAA セセミミナナーーににてて実実施施さされれてていいるるププロロググララムムにに☑☑しし、、係係るる設設問問ににごご記記入入くくだだささいい。。  

8 ☐開講式 出席者 ☐ガバナー ☐エレクト ☐ノミニー ☐⻘少年委員⻑ ☐RYLA 委員⻑  

9 セミナー形態 ☐班分けあり ☐常時同⼀班 ☐班変えあり ☐班単位活動 ☐班分けなし ☐他 

10 ☐講 義 講師１名  講義合計時間 ２時間 ☐質疑応答あり ☐ディスカッションあり   

11 ☐ワークショップ ☐講師あり ☐班ごと ☐全体 実施時間 ４ 時間 発表 ☐有 ☐無 

12 ☐フォーラム ☐リーダーあり ☐班発表 ☐討議あり 実施時間 ４ 時間 ☐発表準備あり 

13 ☐レクレーション ☐全体 ☐班ごと ☐個⼈ ☐スポーツ ☐ゲーム ☐他 実施 0.5 時間 

14 
特特徴徴ああるるププロロググララムム  ☐ウエルカムパーティー ☐思索の時間 ☐カウンシルファイアー 

☐記念植樹 ☐その他 
☐（ 映

画          ） 
☐☐（ バースカフェ    ） 

15 ☐閉講式 出席者 ☒ガバナー ☐エレクト ☒ノミニー ☐⻘少年委員⻑ ☐RYLA 委員⻑  

16 受講⽣⼀⼈当たり受講料 5,000 円/⼈ 報告書 ☐⽉信 ☐冊⼦ ☐DVD ☐CD ☐他 

17 ご意⾒・ご要望 
 
 

2800 
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RYLAセミナー実施調査表



RYLA セミナー実施調査表　　RID2830　別途報告書有

1 地  区 RI  2830   地区 ガバナー⽒名 沼⽥  廣 

2 ⻘少年奉仕委員⻑名  RYLA 委員⻑名 ⽵内 知弘 

3 開 催 ⽇ 時 2019 年 5 ⽉ 18 ⽇〜19 ⽇ 実施期間 1 泊 2 ⽇  1 回/年 

4 開 催 場 所 ⻘森公⽴⼤学 国際交流ハウス 

5 第（   ）回 ☒毎年 ☐隔年 ☐不定 セミナーテーマ なし 

6 参加受講⽣ 24 名 対象者年齢・資格 年齢 18 才〜 30 才 ☐IA ☒RA ☐交換 ☒⼀般 

7 参加ロータリアン 26 名（内 staff  7 名） その他 staff RYLA 学友   名 専属 s  名 

セセミミナナーー内内容容  RRYYLLAA セセミミナナーーににてて実実施施さされれてていいるるププロロググララムムにに☑☑しし、、係係るる設設問問ににごご記記入入くくだだささいい。。  

8 ☒開講式 出席者 ☒ガバナー ☒エレクト ☒ノミニー ☐⻘少年委員⻑ ☒RYLA 委員⻑  

9 セミナー形態 ☒班分けあり ☐常時同⼀班 ☐班変えあり ☐班単位活動 ☐班分けなし ☐他 

10 ☒講 義 講師 2 名 講義合計時間  2 時間 ☒質疑応答あり ☒ディスカッションあり   

11 ☒ワークショップ ☐講師あり ☒班ごと ☐全体 実施時間 1.5 時間 発表 ☒有 ☐無 

12 ☐フォーラム ☐リーダーあり ☐班発表 ☐討議あり 実施時間  時間 ☐発表準備あり 

13 ☒レクレーション ☒全体 ☐班ごと ☐個⼈ ☒スポーツ ☐ゲーム ☐他 実施 1.5 時間 

14 
特特徴徴ああるるププロロググララムム  ☐ウエルカムパーティー ☒思索の時間 ☐カウンシルファイアー 

☐記念植樹 ☐その他 ☐（            ） ☐（             ） 

15 ☒閉講式 出席者 ☒ガバナー ☒エレクト ☒ノミニー ☐⻘少年委員⻑ ☒RYLA 委員⻑  

16 受講⽣⼀⼈当たり受講料      0 円/⼈ 報告書 ☐⽉信 ☒冊⼦ ☐DVD ☐CD ☐他 

17 ご意⾒・ご要望 
 
 

2830 
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RYLAセミナー実施調査表
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